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（４月～12月分）
高島市ごみ減量大作戦

詳しくは16ページをご覧ください。

実施状況

今年度目標
　まであと ｔ6 2 7

10，991ｔ
10，493ｔ

平成21年度
平成23年度
削 減 量 　  ４98ｔ

願
い
託
す

炎

子
ど
も
た
ち
の
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原子力防災フォーラムを開催

地　域 測定地点 12月平均値
（１日～31日のうち平日）

マキノ マキノ支所前駐車場 ０．０６６
今　津 今津支所玄関北側 ０．０７１
朽　木 朽木支所前駐車場 ０．０７３
安曇川 安曇川支所裏駐車場 ０．０４４
高　島 高島支所東駐車場 ０．０５４
新　旭 高島市役所北側玄関前 ０．０６１

環境放射線測定結果12月分
（単位　μＳｖ／ｈ）

詳しいデータは、高島市ホームページをご覧ください。

放射線ってどんなもの？　
　福島原発の事故や原爆から、放射線というと『怖いもの』というイメージをお持ちの方が
多いのではないでしょうか？　確かに、原発事故のようにコントロールの効かない放射線は
非常に怖くて危険なものです。しかし、私たちは意外と放射線の事を知らないのが実態です。
そこで、放射線について少し考えてみましょう！

　

放
射
線
は
、
目
に
見
え
ず
音
も
な
く
臭
い
も
な
い
た
め
、
私
た
ち
は
五
感
に
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ど
の
程
度
の
放
射
線
が
出
て
い
る
の
か
を
調
べ
る
た

め
に
は
、「
放
射
線
測
定
器
」
を
使
い
ま
す
。
ま
た
、
放
射
線
測
定
器
に
は
い
ろ

い
ろ
な
測
定
方
法
が
あ
り
、
計
れ
る
放
射
線
の
種
類
や
感
度
も
異
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
同
じ
場
所
で
測
っ
て
も
、
測
定
器
の
種
類
に
よ
っ
て
放
射
線
の
測

定
結
果
が
違
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。
一
般
的
に
、
測
定
器
が
大
き
く
な
る
ほ
ど
高

感
度
に
な
り
、
価
格
も
高
く
な
り
ま
す
。

　

測
定
器
の
タ
イ
プ
の
一
例
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

●
放
射
線
と
は
？

　

放
射
線
と
は
、
放
射
性
物
質
が
出
す

電
子
な
ど
の
粒
子
の
流
れ
（
粒
子
線
）

を
い
い
ま
す
。
自
然
界
に
元
々
存
在
し

て
い
る
「
自
然
放
射
線
」
と
、人
に
よ
っ

て
生
み
出
さ
れ
る
「
人
工
放
射
線
」
に

大
き
く
分
け
ら
れ
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
宇
宙
か
ら
降
り
注
ぐ
宇

宙
線
や
大
地
（
ウ
ラ
ン
や
カ
リ
ウ
ム
な

ど
の
岩
石
）
か
ら
放
出
さ
れ
る
放
射
線

を
身
体
に
浴
び
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
空
気
中
や
食
物
に
は
、
普
段

か
ら
放
射
性
物
質
（
ラ
ド
ン
や
カ
リ
ウ

ム
40
な
ど
）
が
混
ざ
っ
て
い
ま
す
。
私

た
ち
は
、
呼
吸
や
食
べ
る
こ

と
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
を
体
内

に
取
り
込
ん
で
、
体
の
中
で

放
射
線
を
浴
び
て
い
ま
す
。

　

医
療
用
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮

影
や
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ャ
ン
な
ど
の

Ｘ
線
が
お
な
じ
み
で
す
。

　

原
発
事
故
や
核
実
験
な
ど

が
あ
っ
た
場
合
に
も
人
工
放

射
線
は
検
出
さ
れ
ま
す
。

　

光
に
赤
外
線
や
紫
外
線
、
可
視
光
線

が
あ
る
よ
う
に
、
放
射
線
に
も
い
ろ
い

ろ
な
種
類
が
あ
り
、
透
過
能
力
に
も
違

い
が
あ
り
ま
す
。

●
放
射
線
の
種
類
と

　

透
過
能
力

●
放
射
線
を
測
る
に
は
？

●
放
射
線
の
単
位

　

ベ
ク
レ
ル
（
Ｂ
ｑ
）

　

物
質
が
放
射
線
を
出
す
強
さ
の
量
を

い
い
ま
す
。

　

シ
ー
ベ
ル
ト
（
Ｓ
ｖ
）　　
）

　

人
が
放
射
線
を
受
け
た
と
き
の
健
康

へ
の
影
響
を
表
す
量
を
い
い
ま
す
。

放射能？
？

　放射線
？？

●放射線
放射性物質が出す
粒子線や電磁波
（光）

●放射能
放射線を出
す能力

懐中電灯に例えると

●放射性物質
放射線を出す物質
（懐中電灯そのもの）

★
日
本
で
は
、
１
年
間
の
平
均
で
約
１
，

５
０
０
μ
Ｓ
ｖ（
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
）

の
自
然
放
射
線
量
を
浴
び
て
い
ま
す
。

　

放
射
線
は
、
人
類
が
生
ま
れ
る
遥
か

昔
か
ら
地
球
上
に
存
在
し
、
今
も
身
の

回
り
に
存
在
し
続
け
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
宇
宙
や
大
地 

、
空
気

や
食
物
な
ど
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
自

然
放
射
線
を
受
け
て
い
ま
す
し
、
レ
ン

ト
ゲ
ン
な
ど
病
気
の
発
見
や
治
療
で
人

工
放
射
線
を
受
け
る
事
も
あ
り
ま
す
。

　

原
発
事
故
が
起
こ
る
ま
で
は
、
あ
ま

り
放
射
線
に
関
心
が
な
く
、
日
常
生
活

で
自
然
放
射
線
を
受
け
て
い
る
こ
と
な

ど
を
知
ら
な
か
っ
た
方
も
多
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

し
か
し
、
原
発
事
故
の
よ
う
に
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
の
効
か
な
い
放
射
線
か
ら
身

を
守
る
た
め
に
は
、
必
要
の
な
い
放
射

線
を
で
き
る
だ
け
身
体
に
受
け
な
い
事

は
非
常
に
大
切
な
こ
と
で
す
。

○
自
然
放
射
線

○
人
工
放
射
線

　

α
（
ア
ル
フ
ァ
）
線

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
強
く
、
私
た
ち
の
身
体

に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
る
原
子
核
の
粒

子
線
で
す
が
、
紙
１
枚
で
遮
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

β
（
ベ
ー
タ
）
線

　

マ
イ
ナ
ス
の
電
気
を
も
っ
た
電
子
の
粒

子
線
で
、
強
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
が
、
ア

ル
ミ
ニ
ウ
ム
の
薄
い
板
で
遮
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
γ
（
ガ
ン
マ
）
線

　

電
波
と
同
じ
電
磁
波
で
、
レ
ン
ト
ゲ
ン

に
使
わ
れ
る
Ｘ
線
の
仲
間
で
す
。
非
常
に

強
い
透
過
力
が
あ
る
た
め
、
鉛
や
鉄
の
厚

い
板
で
な
い
と
防
げ
ま
せ
ん
。

　

中
性
子
線

　

中
性
子
の
粒
子
線
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

強
く
、非
常
に
強
い
透
過
力
が
あ
り
ま
す
。

主
に
核
分
裂
の
時
に
発
生
し
ま
す
。
水
や

厚
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
遮
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

●
放
射
性
物
質
の
種
類

　

と
半
減
期

　

放
射
性
物
質
の
種
類
に
は
、
次
の
よ

う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
放
射
性
物
質
が
、
放
射
線
を

出
し
て
別
の
も
の
に
変
化
し
、
半
分
に

減
る
ま
で
の
期
間
を
「
物
理
学
的
半
減

期
」
と
い
い
ま
す
。

種　類 半減期

ヨウ素１３１ ８日

コバルト６０ ５.3年

ストロンチウ
ム９０ 28.8年

セシウム
１３７ 30年

ラジウム
２２６ 1,600年

プルトニウム
２３９ ２．４万年

ウラン２３８ 45億年

　シンチレータを用いたγ線測定器
で、空間線量や積算線量を測定する用
途に適しています。市が所有している
ものは携帯型の簡易測定器で、教育・
学習用の教材でも使われています。

シンチレーション式放射線測定器

　ＧＭ管（ガイガーミュラー計数
管）を使った測定器で、物質の表
面汚染を測定する用途に適してい
ます。機種によりα線・β線・γ
線などを測定可能です。

ＧＭ管式ガイガーカウンター

　高速荷電粒子による気体中の電離
作用を利用して放射線の量を測定す
る装置です。モニタリングポストな
どの高線量の測定器にも使われてい
ます。（県のモニタリング車にも搭
載）

電離箱式測定装置

　原子力に関する市民向けのフォーラムを県と
市で合同開催します。
▼日　時　２月15日（水）10時～12時
▼場　所　高島市民会館
▼内　容

★
１
Ｓ
ｖ
＝
１
，０
０
０
，０
０
０
μ
Ｓ
ｖ

・基調講演「原子力安全委員会による原子力
　防災指針検討状況について」
　京都大学原子炉実験所　高橋知之　准教授
・滋賀県地域防災計画（原子力災害対策編）
　の見直しについて

　

放
射
線
の
知
識
を
正
し
く
身
に
つ

け
、
万
が
一
の
と
き
は
慌
て
ず
行
動
し

ま
し
ょ
う
。

身
の
回
り
に
存
在
す
る
放
射
線



紙ごみ減量標語応募作品 「紙のリサイクル　人のために　がんばろう」　大くぼしおん（マキノ） 紙ごみ減量標語応募作品 「紙のむだづかいを　なくしましょう」　上田かずき（新　旭）

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン

受
賞
者
決
定
！

　
「
高
島
に
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
資
源
を
活
か
し
た
事
業
」
や
「
事
業
を
通
じ
て

地
域
に
貢
献
す
る
取
り
組
み
」
を
掘
り
起
こ
し
、
そ
の
立
ち
上
げ
を
支
援
す
る
た
め
、

今
年
も
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

６
回
目
と
な
る
今
回
は
、
10
人
の
方
か
ら
11
の
プ
ラ
ン
が
提
案
さ
れ
、
慎
重
な
審

査
を
経
た
結
果
、
各
賞
が
決
定
し
ま
し
た
。

ビ
ジ
ネ
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム

を
開
催
し
ま
す

h
・
i
商
工
振
興
課　

f（
２
５
）８
５
１
４　
　

g（
２
５
）８
５
１
８

グ
ラ
ン
プ
リ

・
高
島
ク
レ
ー
プ
＆
帆
布

　
　
　
　
　

ブ
ラ
ン
ド
化
事
業

　

山
本　

玄
匠
さ
ん
（
安
曇
川
）

　

高
島
ク
レ
ー
プ
を
使
っ
た
「
着
物
」

と
「
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
ド
レ
ス
」、
帆
布
を

使
っ
た
「
タ
キ
シ
ー
ド
」
等
フ
ォ
ー
マ

ル
ウ
ェ
ア
の
提
案
。

・
ガ
ー
デ
ン
ハ
ッ
ク
ル
ベ
リ
ー
の

　
　

栽
培
と
ジ
ャ
ム
の
製
造
販
売

小
佐
井　

千
恵
子
さ
ん
（
今
津
）

　

地
域
の
高
齢
者
等
を
巻
き
込
み
な
が

ら
、
獣
害
に
強
い
ガ
ー
デ
ン
ハ
ッ
ク
ル

ベ
リ
ー
を
休
耕
田
や
耕
作
放
棄
地
で
無

農
薬
栽
培
し
、
そ
れ
を
原
料
に
、
ジ
ャ

ム
の
製
造
販
売
を
行
う
。

・
水
の
上
の
自
転
車
（
オ
ー
ス
ト
ラ 

　

リ
ア
ン
・
カ
ヤ
ッ
ク
）
に
よ
る

　

び
わ
湖
源
流
の
旅
企
画

バ
イ
キ
ン
グ
カ
ヤ
ッ
ク
ダ
イ
レ
ク
ト
び
わ
こ

　
　
　

土
井　

伸
輔
さ
ん
（
高
島
）

　

高
島
市
の
河
川
を
中
心
に
、
二
人
乗

り
の
バ
イ
キ
ン
グ
カ
ヤ
ッ
ク
で
高
島
の

自
然
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
、
エ
コ
ツ

ア
ー
企
画
、
運
営
。
カ
ヤ
ッ
ク
販
売
・

レ
ン
タ
ル
。

・
高
島
の
自
然
を
生
か
し
た
自
転
車

　

販
売
・
修
理
及
び
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル

　
　

佐
山　

恭
一
さ
ん
（
安
曇
川
）

　

自
然
と
伝
統
、
個
性
あ
ふ
れ
る
場
所

で
、
ツ
ア
ー
や
イ
ベ
ン
ト
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
通
じ
て
、
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ

あ
ふ
れ
た
自
転
車
屋
を
開
業
す
る
。

奨
励
賞

　

今
回
受
賞
さ
れ
た
方
々
に
、
そ
れ
ぞ

れ
の
プ
ラ
ン
を
発
表
い
た
だ
く
ほ
か
、

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を

経
て
事
業
化
さ
れ
た
方
た
ち
や
、
受
賞

後
活
動
中
の
方
た
ち
の
事
業
紹
介
、
ミ

ニ
講
演
会
、
交
流
会
な
ど
を
行
い
ま

す
。

　

高
島
で
何
か
や
っ
て
み
た
い
と
考
え

て
お
ら
れ
る
方
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
し
た
い

プ
ラ
ン
を
お
持
ち
の
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
！

　

▼
日　
　

時　

２
月
４
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

13
時
〜
17
時

　

▼
場　
　

所　

安
曇
川
公
民
館

　

▼
参
加
料　

無
料

　

▼
申
込
方
法　

電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス

　
　
　
　
　
　
　
（
当
日
参
加
も
可
能
）

▼申請締切　３月30日（金）

h商工振興課　f（25）8514

　

地
域
づ
く
り
の
た
め
に
交
付
さ
れ
る

（
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
「
平
成
23

年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
金
」
を
受
け
、
武

曽
区
（
高
島
地
域
）
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
備
品

（
御
輿
）
の
修
繕
を
、
石
庭
区
（
マ
キ
ノ

地
域
）
で
は
集
会
所
を
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
健
全
な

発
展
を
図
る
と
と
も
に
宝
く
じ
の
普
及
広

報
活
動
を
行
う
も
の
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
に
必
要
な
施
設
ま
た
は
設
備
の
整
備
に

関
す
る
事
業
に
助
成
さ
れ
ま
す
。

宝
く
じ
の
収
益
が

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に

役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す

h
市
民
活
動
支
援
課　

　

f（
２
５
）８
５
２
６

申請はお済みで
すか？

　市では、市内に定住する若者を支援するため、「若者の住宅確保支援制度」を設け、次のとお
り住宅の新築や購入、リフォームについて補助金を交付しています。
　この中の「新築住宅取得補助」について、住宅を平成20年から平成22年までに市内業者で
新築または購入された40歳未満の方で、申請をされていない方は、お早めに申請してください。

若者の新築住宅取得補助

●武曽区

●石庭区

　平成21年度のグランプリ受賞者、㈱高島循環農業センター
さんが取り組んでおられる「根

こん

圏
けん

活力農法」を用いた「根活
健康米（玄米）」が、「ニッポンの食、がんばれ！」セレクショ
ンでこのほど金賞を受賞されました。

事業化に向けて
奮闘中！　

※根圏活力農法・・・畜産農家の廃棄物から発酵有機たい肥と微生物資材で
ある酵素を自家生産する、農薬や化学肥料を一切使用しない有機農法
※「ニッポンの食、がんばれ！」セレクション・・・「ニッポンの食、がんばれ！」
セレクション実行委員会主催、産経新聞社・中日新聞社ほか共催

※上記以外の住宅リフォーム支援制度もありますので、詳しくは商工振興課までお問い合わせください。

対 象 者：高島市に定住される40歳未満の方
対象住宅：市内業者が建築した、または販売する新

築住宅
対象経費：新築住宅（建物）に課税され納付いただ

いた固定資産税
補助金額：補助金は納付済み固定資産税（建物）の

１／２（限度額５万円／年）を地域通貨
アイカで５年間お支払いします

対 象 者：高島市に定住される方
　○ＵＩＪターン者

　平成20年１月１日以降の転入者で転入前
に高島市以外の市区町村に１年以上住まれ
ていた方で高島市に定住しようとする方

　○40歳未満の実家定住者
・市内の賃貸住宅等に居住する者で市内の実
家に戻り定住しようとする方
・市内の実家に住んでいる者が結婚し、また
は１年以内に結婚する方で、引き続き同実
家に定住しようとする方

対象住宅：対象者が所有する住宅、または所有を
前提とする住宅

対象工事：市内業者が請け負う１００万円以上の
リフォーム工事

補助金額：補助金は地域通貨アイカで、５年分割
均等払い

　　　＜対象者が・・・＞
○40歳未満の場合、対象工事費の
１／４を補助（限度額50万アイカ）

○40歳以上の場合、対象工事費の
１／８を補助（限度額25万アイカ）

新築住宅取得補助
住宅リフォーム補助

空き家リフォーム補助
対 象 者：空き家を貸し出そうとする空き家所有者
対象住宅：借り手の決まっている空き家
対象工事：市内業者が請け負う１００万円以上の

リフォーム工事
補助金額：補助金は空き家所有者に地域通貨アイ

カで、５年分割均等払い
　　　＜空き家を借りる方が・・・＞

○40歳未満の場合、対象工事費の
１／４を補助（限度額50万アイカ）

○40歳以上の場合、対象工事費の
１／８を補助（限度額25万アイカ）
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「節電」に
ご協力ください

紙ごみ減量標語応募作品 「紙のリサイクル　みんなでやれば　きれいになるよ」　大窪　真心（マキノ） 紙ごみ減量標語応募作品 「紙のリサイクル　みんなでしよう　がんばろうね」　古川　らん（マキノ）

家
庭
で
で
き
る

節
電
対
策

h環境政策課　　f（２５）８１２３ 〔出典：関西電力株式会社〕

　

予
約
乗
合
タ
ク
シ
ー
は
、
路
線
バ
ス

と
同
じ
よ
う
に
あ
ら
か
じ
め
決
め
ら
れ

た
運
行
時
刻
や
路
線
を
電
話
予
約
に
よ

り
運
行
し
、
事
前
に
乗
車
予
約
を
さ
れ

た
停
留
所
に
の
み
停
車
し
ま
す
。

　

冬
期
の
お
出
か
け
は
、
安
全
で
安

心
、
低
料
金
の
公
共
交
通
機
関
（
バ
ス
・

乗
合
タ
ク
シ
ー
）
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

★
路
線
や
停
留
所
な
ど
は
、
平
成
23
年

３
月
に
お
配
り
し
た
「
バ
ス
交
通
利
用

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
ま
た
は
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

h
交
通
対
策
課

　
　

f（
２
２
）０
０
５
８

①
停
留
所
で
、
予
約
乗
合
タ
ク
シ
ー
の

　

到
着
を
待
ち
ま
す
。

　
（
到
着
時
刻
よ
り
少
し
早
め
に
停
留

　

所
で
、
お
待
ち
く
だ
さ
い
。）

②
目
的
地
の
バ
ス
停
へ

　
（
乗
り
合
わ
せ
で
す
の
で
、
到
着
時

　

刻
は
、
予
約
状
況
に
よ
っ
て
多
少
変

　

わ
り
ま
す
。）

③
料
金
の
支
払
い

利
用
方
法
は
簡
単
！

①
各
便
始
発
の
１
時
間
前
ま
で
に
電
話

　

で
予
約
を
し
ま
す
。

②
お
名
前
・
利
用
す
る
日
・
乗
る
路
線

の
名
前
・
乗
る
便
の
時
間
・
乗
る
人
の

数
・
乗
る
停
留
所
を
連
絡
く
だ
さ
い
。

★
降
り
ら
れ
る
と
き
に
、
帰
り
の
時
間

が
わ
か
っ
て
い
れ
ば
、
乗
務
員
に
予

約
さ
れ
る
と
便
利
で
す
。

　

大
人
３
０
０
円

　

小
人
１
５
０
円
（
小
学
生
以
下
）

　
　

障
が
い
者
の
方
は
、
障
害
者
手
帳

　
　
（
身
体
・
療
育
）
の
提
示
に
よ
り　

　
　

半
額
で
ご
乗
車
で
き
ま
す
。

あいあいタウン線
松陽台線

大津第一交通㈱　
　f（32）4000

白浜線、泰山寺線
風車村線
新旭・安曇川線

近江タクシー㈱
　f（22）0106

　

高
島
花
子
で
す
。
乗
合
タ
ク
シ
ー

の
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

２
月
１
日
、
あ
い
あ
い
タ
ウ
ン
線

の
８
時
30
分
、
南
新
保
口
バ
ス
停
か

ら
近
江
今
津
駅
ま
で
、
２
人
お
願
い

し
ま
す
。

★
「
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
予
約
で
す
」
と

　

必
ず
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

ま
ず
は
電
話
で
予
約

停
留
所
か
ら
乗
車

　

あ
い
あ
い
タ
ウ
ン
線
、
松
陽
台
線

で
は
、
車
い
す
で
の
利
用
も
で
き
る

福
祉
タ
ク
シ
ー
車
両
で
運
行
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
車
い
す
で
の

ご
利
用
を
希
望
さ
れ
る
と
き
は
そ
の

旨
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
新
し
い
車
両
で

　

車
い
す
も
利
用
可
能
に

▼運行路線・予約先

予
約
乗
合
タ
ク
シ
ー
を

　
　
　

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い

h総合防災課　f（25）8133

主な内容

　暴力団が市民生活や社会経済活動に介入し、市民の皆さんに多大な脅威を与えること
がないよう高島市暴力団排除条例を制定しました。この条例では、暴力団の排除に関し
て、基本理念を定め、市の責務を明らかにして、市民の皆さんたちとの連携や協力によ
り、安全で平穏な生活の確保と、社会経済活動の健全な発展を目指しています。

高島市暴力団排除条例を制定

暴力団を 許さないまちに
平成24年４月１日施行

○暴力団を利用しない！ ○暴力団と交際しない！○暴力団に協力しない！
基本理念

市は、市民や警察等と
連携し、暴力団排除を
推進します。

市民や事業者は、暴力
団排除に協力するよう
努め、暴力
団排除に役
立つと思わ
れる情報は
市や警察等
に通報して
ください。

市は、暴力団等を公共
工事等の入札に参加
させないなど、市の事
務・事業から排除しま
す。

市は、暴力団に公共施
設を利用させません。

市は、青少年が暴力団
に加入せず、被害を受
けないための教育が行
われるようにします。

市民や事業者は、紛争
解決等に暴力団を利用
してはいけません。

市民や事業者は、暴力
団と関係者に利益を供
与してはいけません。

市

警察 市民等
協力

追放!!

市は、市民・事業者の
暴力団排除活動を支援
します。

（
例
）

テ
レ
ビ

主
電
源
オ
フ
を
習
慣
に

こ
ま
め
な
お
掃
除
で

画
面
を
明
る
く

画
面
の
輝
度
を

下
げ
る

見
な
い
と
き
は
消
す

洗
濯
機

ま
と
め
洗
い
を

炊
飯
器

タ
イ
マ
ー
機
能
を
活
用
し
て

早
朝
に
１
日
分
を
ま
と
め
て

炊
き
、
保
温
機
能
は
使
用
せ

ず
に
、
よ
く
冷
ま
し
て
か
ら

冷
蔵
庫
に
保
存
し
て
く
だ
さ

い
。

長
時
間
保
温
は
避
け
る

電
気
ポ
ッ
ト

長
時
間
使
用
し
な
い

と
き
は
電
源
を
切
る

お
湯
を
沸
か
す
と
き
は
、
必

要
な
分
だ
け
沸
か
し
、
長
時

間
の
保
温
を
避
け
て
く
だ
さ

い
。

で
き
る
だ
け
ま
と
め
て
洗
う

よ
う
に
す
れ
ば
、
水
も
電
気

も
節
約
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
洗
濯
物
の
入
れ
す

ぎ
に
は
ご
注
意
を
。
回
転
が

悪
く
な
り
、
十
分
な
洗
浄
が

で
き
ま
せ
ん
。

画
面
の
輝
度
を
上
げ
る
と
、

た
く
さ
ん
の
電
気
を
消
費
し

ま
す
。
省
エ
ネ
モ
ー
ド
に
調

整
し
て
く
だ
さ
い
。

画
面
が
暗
い
と
感
じ
た
ら
、

輝
度
を
上
げ
る
の
で
は
な

く
、
ま
ず
画
面
を
掃
除
し
て

く
だ
さ
い
。

寝
る
前
や
外
出
時
は
、
主
電

源
を
切
っ
て
く
だ
さ
い
。

ビ
デ
オ
や
ゲ
ー
ム
機
の
主
電

源
を
切
る
こ
と
も
効
果
的
で

す
。
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紙ごみ減量標語応募作品 「紙やはこ　つかえるものは　リサイクル」　古川　学（マキノ） 紙ごみ減量標語応募作品 「紙やゴミ　みんなやめよう　ポイステを」　原田　慎也（安曇川）

　

平
成
23
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告

と
市
民
税･

県
民
税
の
申
告
が
始
ま
り

ま
す
。
申
告
期
間
中
の
各
会
場
の
受
付

曜
日
は
次
表
の
と
お
り
で
す
。
ご
都
合

の
良
い
日
、
会
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

▼
受
付
時
間

　
　
　

・
８
時
30
分
〜
12
時

　
　
　

・
13
時
〜
17
時

○
事
業
を
し
て
い
る
方
、
不
動
産
収
入

の
あ
る
方
、
土
地
や
建
物
を
売
っ
た

方
な
ど
で
、
平
成
23
年
中
の
所
得
の

合
計
額
が
、
基
礎
控
除
、
配
偶
者
控

除
、
扶
養
控
除
な
ど
の
所
得
控
除
の

合
計
額
を
超
え
る
方

○
給
与
所
得
者
で
、

　

次
の
①
か
ら
③
ま
で
の
い
ず
れ
か
に

当
て
は
ま
る
方

　

①
給
与
収
入
金
額
が
２
千
万
円
を
超

え
る
方

　

②
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所

得
金
額
が
20
万
円
を
超
え
る
方

　

③
２
か
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け
て

い
る
方

○
公
的
年
金
受
給
者
で
、

　

次
の
①
か
②
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は

ま
る
方

　

①
公
的
年
金
の
収
入
金
額
が
４
０
０ 

万
円
を
超
え
る
方

　

②
公
的
年
金
以
外
の
所
得
金
額
が
20 

万
円
を
超
え
る
方

○
医
療
費
控
除
な
ど
所
得
控
除
の
追
加

に
よ
り
、
所
得
税
の
還
付
を
受
け
ら

れ
る
方

※
給
与
所
得
者
の
還
付
申
告
等
の
簡
易

な
所
得
税
の
確
定
申
告
は
、
市
役
所

で
も
受
け
付
け
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、

次
に
該
当
す
る
方
は
税
務
署
で
申
告

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

・ （
特
定
増
改
築
等
）
住
宅
借
入
金

等
特
別
控
除
を
受
け
る
方

　

・
土
地
や
株
な
ど
の
譲
渡
所
得
が
あ

る
方

　

・
初
め
て
事
業
所
得
の
申
告
を
さ
れ

る
方

　

・
青
色
申
告
を
さ
れ
る
方

　

・
そ
の
他
、
損
失
の
繰
越
控
除
な
ど

複
雑
な
申
告
を
さ
れ
る
方

自
分
で
書
い
て
お
早
め
に

　　　　  　　 曜日
   会場 月 火 水 木 金

今津税務署 ● ● ● ● ●

市役所税務課 ● ● ● ● ●

マキノ支所 ● ●

今津支所 ● ● ●

朽木支所 ● ●

安曇川公民館 ● ● ●

高島支所 ● ●
※●印が受付日です。

　　の申告が
始まります！

２月16日木
　～３月15日木

平成23年分　

税

所
得
税
の
確
定
申
告
、
市
民
税
・
県
民
税
の
申
告
は

※今津税務署では、市民税・県民税申告書の受付はできません。

　

h
今
津
税
務
署　

f（
２
２
）２
５
６
１

所
得
税
の
確
定
申
告
が
必
要
な
方

　

土
地
・
建
物
や
株
式
等
の
資
産
を
売

却
し
た
と
き
に
、
譲
渡
益
が
生
じ
て
い

る
場
合
に
は
、
譲
渡
所
得
と
し
て
所
得

税
の
課
税
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
21
・
22
年
分
の
確
定
申

告
で
「
上
場
株
式
等
に
係
る
譲
渡
損
失

の
繰
越
控
除
の
特
例
」
の
適
用
を
受
け

る
た
め
の
手
続
き
を
さ
れ
て
い
る
方
は
、

平
成
23
年
中
に
株
式
等
の
譲
渡
が
な

か
っ
た
場
合
で
も
、
平
成
23
年
分
の
確

定
申
告
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

譲
渡
所
得
の
確
定
申
告

○
申
告
書
用
紙
（
昨
年
申
告
さ
れ
た
方
）

○
印
鑑

○
給
与
所
得
者
は
、

　
「
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
」

○
公
的
年
金
の
受
給
者
は
、

　
「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」

○
生
命
保
険
料
や
地
震
保
険
料
な
ど
の

支
払
金
額
の
証
明
書

○
国
民
年
金
保
険
料
お
よ
び
国
民
年
金

基
金
の
支
払
金
額
の
証
明
書
（
控
除

証
明
書
）

○
国
民
健
康
保
険
税
（
料
）
お
よ
び
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
や
介
護
保
険

料
の
納
付
金
額
の
確
認
で
き
る
資
料

○
医
療
費
控
除
を
受
け
よ
う
と
さ
れ
る

方
は
、
平
成
23
年
中
に
支
払
っ
た
医

療
費
の
領
収
書

○
事
業
所
得
者
等
は
収
支
内
訳
書

○
所
得
税
の
還
付
申
告
を
さ
れ
る
方

は
、
預
金
通
帳
口
座
番
号
（
申
告
者

名
義
の
も
の
）

○
そ
の
他
（
申
告
の
内
容
に
よ
り
必
要

な
書
類
が
あ
り
ま
す
。）

　

平
成
24
年
１
月
１
日
現
在
、
高
島
市

に
居
住
し
て
い
る
方
。
た
だ
し
、
次
の

方
を
除
き
ま
す
。

　

①
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
提
出
し

た
方

　

②
前
年
中
の
所
得
が
給
与
所
得
だ
け
で
、

年
末
調
整
を
済
ま
せ
て
い
る
方

　
　
（
勤
務
先
か
ら
給
与
支
払
報
告
書
の

提
出
が
あ
っ
た
方
に
限
り
ま
す
。）

　確定申告書等の作成には、国税庁ホームページ
「http://www.nta.go.jp」の「確定申告書作成コー
ナー」や、確定申告書等をインターネットで提出できる
e-Tax（事前の届出が必要）をご利用ください。

インターネットをご利用の方は

市
民
税
・
県
民
税
の

申
告
が
必
要
な
方

農業収支の事前相談会
　平成23年分農業所得の収支内訳書を
作成していただくための相談会を次の日
程で開催します。ぜひご利用ください。

開　催　日 会　場 受 付 時 間

２月６日（月） 高島支所 9時～11時30分
13時～15時30分

２月７日（火）
マキノ支所

9時～11時30分朽木支所

２月８日（水） 今津支所

２月９日（木） 安曇川公民館 9時～11時30分
13時～15時30分

２月10日（金）高島市役所 9時～11時30分

　平成23年中、高島市に国民健康保険税、後期高齢者医療保険料、介護保険料を、普通徴収で納
められた方に、納付額を記載した「確定申告用納付確認書（介護保険料は「介護保険料納付証明書」）
を１月中旬に送付しています。

確定申告に必要です！

　住民税の扶養控除額が平成24年度から次のとおり変
更となります。（詳しくは広報12月号（No.143）をご
覧ください。）

扶養控除額が変わります

★申告書を提出するときは、該当欄に年少扶養親族を忘れず記
　載にしてください。（住民税非課税限度額の算定に必要です。）

●年少扶養親族に関する扶養控除の廃止
●特定扶養親族のうち、16歳以上19歳未満の方
　に関する扶養控除の上乗せ分が廃止され、扶養
　控除額が33万円に変更

h
市
役
所
税
務
課

　

f（
２
５
）８
１
１
６

※
平
成
23
年
分
の
所
得
申
告
か
ら
は
、

公
的
年
金
の
収
入
額
が
４
０
０
万
円

以
下
で
、
公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所

得
以
外
の
所
得
金
額
が
20
万
円
以
下

の
場
合
は
、
そ
の
年
分
の
所
得
税
の

確
定
申
告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
市
民
税
・
県
民
税
の
申
告
は

必
要
で
す
。

※
所
得
が
全
く
な
い
方
で
も
、
国
民
健

康
保
険
や
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
な

ど
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
は
申
告
が

必
要
で
す
。

★
申
告
が
必
要
な
方
は
、
申
告
を
さ
れ

て
い
な
い
と
所
得
証
明
書
は
発
行
で

き
ま
せ
ん
。

申
告
に
必
要
な
も
の

営
業
や
農
業
に
よ
る
収
入
が
あ
る
方
は
あ

ら
か
じ
め
ご
自
分
で
収
支
内
訳
書
を
作
成

し
た
う
え
で
申
告
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

あ
ら
か
じ
め
集
計
し
、
支
払
先
が
多
い
場

合
は
「
医
療
費
の
明
細
書
」
を
作
成
し
て

く
だ
さ
い

★
安
曇
川
地
域
の
会
場
が
、
今
回

か
ら
安
曇
川
公
民
館
に
変
更
と

な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
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紙ごみ減量標語応募作品 「紙をごみばこにすてないで　リサイクルしよう」　あわづあみ（マキノ）紙ごみ減量標語応募作品 「紙ごみを　協力して　へらそうよ。」　横田　莉希（安曇川）

お知らせ
　

消
防
自
動
車
や
救
急
自
動
車
な
ど
の

緊
急
自
動
車
は
、
一
刻
も
早
く
火
災
現

場
に
急
行
し
て
消
火
活
動
を
行
い
被
害

を
最
小
限
に
食
い
止
め
た
り
、
急
病
人

な
ど
を
速
や
か
に
病
院
へ
搬
送
し
た
り

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
た
緊
急
自
動
車

が
接
近
し
て
き
た
場
合
は
、
交
差
点
を

避
け
、
車
を
道
路
の
左
側
に
寄
せ
て
一

時
停
止
す
る
な
ど
、
周
囲
の
状
況
に
配

慮
の
う
え
速
や
か
に
進
路
を
譲
っ
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
違
法
駐
車
は
緊
急
自
動
車
の

通
行
妨
害
と
な
り
ま
す
の
で
や
め
て
く

だ
さ
い
。

　

h
消
防
本
部
警
防
課

　
　

f（
２
２
）５
４
０
２

　

交
通
災
害
共
済
は
、
一
人
ひ
と
り
が

わ
ず
か
な
掛
け
金
を
出
す
こ
と
に
よ

り
、
不
幸
に
し
て
交
通
事
故
に
あ
わ
れ

た
方
に
、
災
害
の
程
度
に
応
じ
て
見
舞

金
を
送
り
救
済
し
よ
う
と
す
る
共
済
制

度
で
す
。
万
一
の
交
通
事
故
に
備
え
て

加
入
し
ま
し
ょ
う
。

▼
加
入
資
格

　

市
内
に
住
民
登
録
ま
た
は
外
国

人
登
録
の
あ
る
方
、
市
内
に
勤
務
ま

た
は
在
学
し
て
い
る
方

▼
加
入
方
法
・
申
込
先

　

最
寄
り
の
支
所
ま
た
は
新
旭
振

興
室
で
、
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
掛
け
金
を
添
え
て
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
共
済
期
間
の
開
始
前
に
死
亡
ま

た
は
誤
っ
て
同
一
人
が
重
複
加
入

し
た
場
合
な
ど
は
、
掛
け
金
が
還

付
さ
れ
ま
す
。

▼
共
済
期
間　

平
成
24
年
４
月
１
日

　
　
　
　
　
　

〜
平
成
25
年
３
月
31
日

▼
掛
け
金　

一
人
あ
た
り
５
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
年
額
）

　

h
交
通
対
策
課

　
　

f（
２
２
）０
０
５
８

　

農
業
者
の
皆
さ
ん
、
あ
な
た
の
老
後

生
活
へ
の
備
え
は
十
分
で
す
か
。
国
民

年
金
に
プ
ラ
ス
し
て
農
業
者
年
金
に
加

入
し
ま
せ
ん
か
。

　

農
業
者
年
金
は
、
60
歳
未
満
で
、
農

業
に
年
間
60
日
以
上
従
事
し
、
国
民
年

金
第
１
号
被
保
険
者
で
あ
れ
ば
、
農
地

等
の
権
利
名
義
が
な
く
て
も
、
加
入
で

き
ま
す
。
保
険
料
は
月
額
２
万
円
か
ら

６
万
７
千
円
ま
で
、
自
由
に
設
定
で
き

ま
す
。
ま
た
終
身
年
金
で
80
歳
ま
で
の

保
証
付
き
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
近
く
の
農
協
ま
た
は

農
業
委
員
会
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ

い
た
だ
く
か
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　　

h
農
業
委
員
会
事
務
局

　
　

f
（
２
５
）８
５
１
３

　
「
誰
に
相
談
し
た
ら
い
い
の
か
わ
か

ら
な
い
…
」
が
ん
と
診
断
さ
れ
て
一
人

で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。ど
う
ぞ「
ほ
っ

と
湖
西
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
が
ん

患
者
さ
ん
や
そ
の
ご
家
族
で
あ
れ
ば
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
、
が
ん
の
悩
み
に

つ
い
て
語
り
合
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

同
じ
立
場
の
サ
ポ
ー
タ
ー
が
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

▼
日　

時　

３
月
13
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

▼
場　

所　

働
く
女
性
の
家

▼
参
加
費　

無
料

　
　

直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

h
高
島
保
健
所

　
　

f（
２
２
）２
５
２
５

が
ん
患
者
サ
ロ
ン

　
　
　
「
ほ
っ
と
湖
西
」

緊
急
走
行
に

　
　

ご
協
力
く
だ
さ
い

交
通
災
害
共
済
に

　
　

加
入
し
ま
し
ょ
う

ご
存
知
で
す
か
？　

　
　
　
　

農
業
者
年
金

　広報たかしま１月号に以下の
誤りがありました。訂正のうえ
心からお詫びいたします。

▼Ｐ９　人権標語優秀作品
　　　　　中学生の部　作者名
　　　　（正）　山田　瑞季さん
　　　　（誤）　山田　瑞希さん

《お詫びと訂正》

市
有
地
を
販
売
し
て
い
ま
す

　

宅
地
建
物
取
引
業
者
へ
の
媒
介
業
務

委
託
制
度
を
導
入
し
、
市
有
地
を
販
売

し
て
い
ま
す
。
土
地
の
購
入
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
媒
介
契
約
業
者
一
覧
表
を

ご
確
認
い
た
だ
き
、
直
接
取
引
業
者
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

h
財
政
課　

f（
２
５
）８
１
１
１

会　社　名 住　　　所 電話番号
サワイ不動産 安曇川町上小川13番地３ （３２）３０２０
㈱澤村 勝野１１０８番地３ （３６）０１０１
㈲桧住建 安曇川町上小川１４５番地７（３２）２４１５
湖西ホームズ㈱ 安曇川町西万木１１７９番地１（３２）３９８８
㈱梅久 安曇川町中央一丁目１番地２（３２）００１１
㈱ビワックス 大津市神領三丁目20番９号 ０７７（５４５）４６６６
㈱ハウスクリエイト 大津市萱野浦24番11号 ０７７（５４４）３３８８
弘徳興業㈱ 安曇川町中央二丁目９番地 （３２）１３１４
㈲湖西住研 新旭町旭一丁目７番地５ （２５）８４０１
㈱湖西住建 今津町桜町一丁目３番地８ （２２）６６５２
㈱ＢＥＬＩＥＦ 新旭町饗庭１０７０番地15 （２５）８５３０

物件
番号 所在・地番 宅地面積

（㎡）
売買代金
（万円）

⑥ 北畑三丁目字上杉ノ木３番14 ２１４.２５ ７２４．６

⑧ 新庄一丁目字高堂２番９ ３７９.５３ ９９７．２

⑱ 安井川二丁目字長橋２番４ ６４３.９６ １，７０５．６

販売期間  ３月23日（金）まで

▼媒介契約業者一覧表

市有地販売場所一覧表（新旭町）

未来を切り拓け！  新成人市長の手帳
　新春の１月８日、高島市民会
館におきまして、ご来賓の方々
と多くの保護者の皆さんが見守
る中、新成人４８８人にご出席
いただき、平成24年「高島市

成人式」を開催しました。新成
人として、晴れやかにこの日を
迎えられた皆さま、誠におめで
とうございます。
　二十歳といいますと、就職し
ている方、学生の方などさまざ
まだと思いますが、これからは
大人として等しく権利が与えら
れる一方で、義務が生じ、成人
としての責任ある行動が求めら
れます。社会や政治に関心を持
ち積極的に参画していただきた
いと思います。
　新成人代表の平瀬健さんから
は、「大人になったことに、しっ
かりと自覚と責任を持って、
堂々と胸をはって立派に、それ
ぞれの道で役割をはたしていく

ことを誓います。」との“誓い
の言葉”をいただきました。
　将来の夢や目標に向かって、
あきらめることなく努力を積み
重ね、人生を力強く歩んでいた
だきたいと思います。そして、
新しい時代を担う若者の 果敢
な行動力と柔軟な発想力で、未
来を切り拓き、「びわ湖源流の
郷たかしま」の将来を担ってい
ただくことを期待しています。
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報13 2012・2・1 紙ごみ減量標語応募作品 「かんがえて　かみでつくれる　ほかのもの」　こう野あんな（高　島） 紙ごみ減量標語応募作品 「紙ごみを　捨てないように　リサイクル」　山村　真央（安曇川）

　環境負荷の低減に配慮した製品やサービス
を表彰するエコプロダクツ大賞のエコプロダ
クツ部門において、田中建材株式会社（今津
町）が廃木材チップをアスファルトと混合製
造する「木質加熱アスファルト舗装技術」に
より、審査委員長特別賞（奨励賞）を受賞さ
れました。
　今回８回目となるエコプロダクツ大賞に
は、全国から111件の応募があり、大企業
も多数参加する中での受賞となりました。
　　　　　　　　　　　　　　（商工振興課）

　11月27日（日）に希望ヶ丘文化公園で
開催された「２０１１びわ湖男女駅伝フェス
ティバル」で、小学生チーム「たかしまＲＣ」
が７位入賞の好成績を収められました。　

（写真左から）　　　　　　　　　※敬称略
　第１区　坂江　亜弥（新旭北小６年）
　第２区　尾中　雪乃（朽木東小６年）
　第３区　後藤　沙綾（新旭北小６年）
　第４区　田中　理奈（新旭北小６年）
　第５区　田中　颯希（新旭北小６年）

　　　　　　　　　　　　（市民スポーツ課）

２０１１びわ湖男女駅伝フェスティバル

小学生チームが激走！！

　12月10日（土）に草津市民体育館で開
催された「平成23年度滋賀県スポーツ少
年団冬季卓球交流県大会」で、今津卓球ス
ポーツ少年団が好成績を収められました。
　

※敬称略

今津卓球スポーツ少年団が大活躍！！

エコプロダクツ大賞で
奨励賞受賞！

田中建材株式会社

○小学校女子４年生以下の部
　　優　勝　佐藤　愛華　（今津東小４年）
　　準優勝　釆野　真菜美（今津北小４年）
　　第三位　沼田　明香里（今津東小３年）

○小学校女子５年生の部
　　準優勝　高山　唯（今津東小５年）

○小学校女子６年生の部
　　準優勝　川上　春菜（新旭北小６年）
　　第三位　垣貫　成美（今津東小６年）

　　　　
○中学校男女混合の部
　　優　勝　大森　遥　（今津中２年）
　　準優勝　早川　実奈（今津中１年）
　　第三位　釆野　美咲（今津中２年）

　　　　　　　　　　　　（市民スポーツ課）

平成23年度  滋賀県スポーツ少年団冬季卓球交流県大会

　12月22日（木）、若い消防職員15人に
よる意見発表会が、高島市消防本部で開催さ
れました。
　この意見発表会は、近代消防のあり方、災
害への対応、地域住民との関係等、消防にか
かわる事項をテーマに一人５分間で自分の意
見や考えを自由に発表し、消防職員の一層の
知識向上および意識の高揚を図るものです。
　今回は、東日本大震災において福島県に緊
急消防援助隊として派遣された体験談や、住
宅用火災警報器の設置推進活動について発表
しました。先輩消防職員らは熱心に聴講し、
実のある発表会となりました。
　　　　　　　　　　　　　　（消防総務課）

　12月11日（日）、安曇川公民館で、「びわ
湖源流の郷　生物多様性フォーラム」を開催
しました。このフォーラムは、豊かな自然環
境がある高島市において、生物多様性の保全
とその持続可能な利用について考え、知って
いただくために開催されたもので、約170人
が参加しました。
　フォーラムでは、財団法人自然環境研究セ
ンターの小林光上級研究員と、滋賀県立大学
の仁連孝昭副学長の基調講演のあと、畑の棚
田保存会、たかしま有機農法研究会、浜分漁
業協同組合の事例発表や討論会が行われまし
た。会場からも質問や意見が飛び交うなど大
いに盛り上がったフォーラムとなりました。

（環境政策課）

被災地派遣の体験談など
語る

びわ湖源流の郷　生物多様性フォーラム

生物多様性を守り、
活用する取り組みを考える

第35回  高島市消防職員意見発表会

「思いやりの心」を学ぶ
よえもん道場

　12月10日（土）、よえもん道場で、藤樹
先生にまつわる活動を行いました。
　午前中は、自分たちで作ったこんにゃくと
里芋を使い、芋炊き会を、午後からは、論語
の素読や藤樹カルタを行いながら、藤樹先生
の教え「おもいやりの心」について学びまし
た。体験を通して学ぶ藤樹先生の教えは、子
どもたちの心に残る活動となりました。
　　　　　　　（高島市青少年育成市民会議）

高島人時計が完成！
みんなの思いを写真でつなぐ

　（社）高島青年
会議所で、インタ
ーネット上で閲覧
できる高島人

びと

時計
を作成されました。
　この時計は、「た
かしま」への思い
と笑顔を１枚１分
の写真でつなぎあ
わせた時計で、多
くの皆さんの「思

い」と「笑顔」がひとつとなってつながり、
明るい高島の未来への歩みを刻みます。
▼高島人時計アドレス
　　http://www.biwa.ne.jp/
　　　　　̃taka-jc/tbc/index.html 
　　　　　　　　　　　　　　（企画広報課）
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報15 2012・2・1 紙ごみ減量標語応募作品 「がんばって　みんなでごみを　へらそうよ」　梅村麻奈実（高　島） 紙ごみ減量標語応募作品 「考えて !!!　高島ざんだか　あと少し !!」　早川　知花（今　津）

火災 救急 救助
（　）内は年累計

今　年 昨　年 増　減
人身事故発生件数 226件 242件 ▲16件

死　　者　　数 6人 4人 2人

傷　　者　　数 300人 327人 ▲27人

発生場所
マキノ 29
今　津 54
朽　木 8
安曇川 57
高　島 27
新　旭 51

●発生状況（累計）
高島市内の交通事故発生状況 （平成23年12月末現在） 火災火災12月の 件数

　滋賀県における振り込め詐欺の発生件数は42
件、被害総額は約4,060万円です。平成22年
の同期に比べて発生件数は15件、被害総額は約
1,730万円増加しています。振り込め詐欺の４
つの分類別の県内発生状況は、次のとおりです。

オレオレ詐欺の特徴
　県内ではオレオレ詐欺が19件発生していますが、
このうち15件が高齢者を対象に警察官や銀行協会職
員を名乗って、「キャッシュカードの交換等を申し出
る」電話があり、自宅に訪れた者にキャッシュカード
を渡し（だまし取られ）、教えた暗証番号を使ってコ
ンビニ等のＡＴＭから現金を引き出されるものです。
ほとんどが、電話帳に記載された高齢者の名前と思わ
れる電話番号に電話をかけています。被害者は、全て
65歳以上です。

還付金等詐欺の特徴
　一昨年（平成22年）は１件だった還付金等詐欺が、
昨年（11月末）は11件発生しています。市役所職員
等を名乗る者から「医療費の還付金の手続きをしてく
ださい」などと電話があり、返金を信じた被害者がＡ
ＴＭに行き、携帯電話で指示されたとおりＡＴＭを操
作し、現金を振り込んでしまっています。犯人は、被
害者に大型小売店舗等設置のＡＴＭへ行くように指示
しています。

　滋賀県では、オレオレ詐欺に次いで還付金詐
欺の発生が多い結果となっており、この２類型で
71. ４％を占めています。
　警察では、県内から振り込め詐欺の被害をなく
すため、特に高齢者の方を対象に、オレオレ詐欺
や還付金等詐欺の被害防止の広報啓発活動、ＡＴ
Ｍ等の対策を強化しています。
　皆さんも、オレオレ詐欺や還付金等詐欺の手口
を知っていただき、知人や家族の方が被害にあわ
ないよう十分注意してください。 h高島警察署　f（22）0110

分 類 別 発生件数
（平成23年11月）

発生件数
（平成22年11月）

オレオレ詐欺 滋賀県 19件 11件
全　国 3,728件 3,367件

架空請求詐欺 滋賀県 4件 14件
全　国 625件 1,569件

融資保証金詐欺 滋賀県 8件 1件
全　国 434件 303件

還付金等詐欺 滋賀県 11件 1件
全　国 225件 75件

計 滋賀県 42件 27件
全　国 5,012件 5,314件

振り込め詐欺の被害防止

オレオレ詐欺
還付金等詐欺 特にご注意を！

被害を防止するためには
・だましの手口をよく知る
・家族や友人同士で注意しあう
・相手の電話番号（連絡先等）に電話をしない
　（連絡すれば、相手のペースにはまって、だまされます）
・警察にすぐ相談する
・電話帳から電話番号の掲載を削除してもらう
・キャッシュカードを他人に渡さない。暗証番号は絶
対教えない

★青少年育成室では、子どもの体験活動サポーターを養成し、子ども会の活動に、講師や
サポーターとして派遣を行っています。詳しくは、青少年育成室（f32－4458）ま
でお問い合わせください。

　12月18日（日）、
第５回子どもの体
験活動サポーター養
成講座を開催しまし
た。講師に、みたむ
らみつこさんをお迎
えし、高島にある木
の実や松ぼっくりを

使って、クリスマスリースを作りました。
　受講者からは「とても楽しかった。子ども
たちにも楽しさを伝えたい。」「今後の活動に
生かしたい。」という声が聞かれました。

家庭教育や子育てを支援します！　地域家庭教育アドバイザー

　11月17日（木）から12月22日（木）まで、
地域家庭教育アドバイザー研修講座を開催しまし
た。
　講座は全６回で、子どもや若者の支援、児童虐
待、子育て・親育ち支援などの専門家による講義
や、語り合いの進行、相談対応の演習を行いまし
た。受講者は、支援者としての知識や役割を学ぼ
うと、各回とも熱心に受講されていました。
　教育委員会では、４講座以上修了された方のう
ち25人を新たに「地域家庭教育アドバイザー」

として登録し、平成21年度からの登
録者はあわせて77人になりました。
今後、アドバイザーには家庭教育
支援の事業や活動に協力していた
だきます。

　10月から12月にかけて３回開催さ
れた乳幼児期子育て学級「先輩ママに学
ぶ　となりの子育て講座」で、地域家庭
教育アドバイザーが語り合いの進行役を
務めました。
　語り合いは、講座に参加した保護者と
アドバイザーが５人程度のグループに分
かれて行われ、アドバイザーは、保護者
の悩みを聴いたり、先輩ママの立場から
子育てで大切にしたことや工夫したこと
などを伝えたりしていました。
　語り合い活動は、アドバイザーにとっ
て学習の成果を生かす機会になり、参加
者にとっては自分とは違う子育てを知る
機会となりました。
　　　　　　　　　　　　（社会教育課）

　市内各地域子ど
も会のクリスマス
会で、子どもの体
験活動サポーター
がレクリエーショ
ンやバルーンアー
トの講師として活
躍しました。
　堀川子ども会（新旭町）では、サポーター
バンクの中から、レクリエーション講師の高
橋さんが参加し、さまざまなゲームを紹介。
楽しいクリスマス会となりました。

○新たに25人が
　地域家庭教育アドバイザーに登録

○アドバイザー活躍
　先輩ママに学ぶ　となりの子育て講座

子どもの体験活動をお助け！　子どもの体験活動サポーター

○子ども会でレクレーションの講師として活躍！ ○養成講座では、リースづくりを習得！

平成23年中の
火災・救急・救助件数
★火災　　　２４
★救急　２４５９（過去最高）
★救助　　　５０

建物火災／1（13）
林野火災／0（0）

▼  火　災

▼  救　急

▼  救　助
交通事故／1（19）
その他／0（17）

車 両 火 災／0（4）
その他火災／0（7）

交通事故／18（236）
急 病／137（1526）

一般負傷／31（392）
その他／23（305）

火 災／1（10）
水難事故／0（4）
（注）【救急】 その他=火災+労働災害+運動競技+
 加害+自損行為+転院搬送等
 【救助】 その他=自然災害+機械事故+
 建物事故+ガス事故+爆発等

h消防本部　消防総務課　f（22）5401

高島市内でも被害が発生しています！
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報17 2012・2・1 紙ごみ減量標語応募作品 「がんばろう　ごみ分別１つの努力で　明るい未来」　小森内蔵之助（朽　木） 紙ごみ減量標語応募作品 「がんばって　みんなでへらそう　紙ごみを」　柳谷あかり（安曇川）

この事業は全国モーターボート
競走施行者協議会からの拠出金
を受けて実施するものです。

　hごみ減量推進室　　f（25）8123
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平成23年度削減状況【累計】

ごみ減量啓発
    パッカー車が完成!!

可燃ごみ削減状況

第７回リサイクル広場開催

しっかり分別！
しっかりアピール

　紙ごみだけでなく、燃えないごみＢ類・有害ごみ・飲
食用カン・飲食用ビン・ペットボトルも回収できる拡大
版のリサイクル広場を、12月18日（日）に安曇川公民
館駐車場で開催しました。たくさんの方々にご来場いた
だき、ごみ分別名人クイズにも挑戦していただきました。
皆さんも一度チャレンジしてみてください。

　【第７回リサイクル広場回収量】
　　紙ごみ ２，０２０kg
　　燃えないごみＢ類 ４５０kg
　　有害ごみ １２０kg
　　カン類 ６５kg
　　ビン類 ４５０kg
　　ペットボトル １２kg

　大好評につき、第２弾の拡大版リサイクル広場を３月
18日（日）に予定しています。お見逃しなく！

【誌上『紙ごみ分別名人クイズ』】
 問  題「その他古紙」に分別できるものはどれでしょう。
○をつけてください。

(1) テッシュの箱（ナイロン部分を取ったもの）
(2) 洗剤の箱　　　　　　　　　　　　　　 　
(3) 習字の紙（半紙）　　　　　　　　　　　   
(4) 宣伝期間の過ぎたチラシ　　　　　　　 　
(5) カーボン紙　　　　　　　　　　　　　　
(6) お菓子の箱　　　　　　　　　　　　　　
(7) 使い終わったノートや教科書　　　　　　
(8) 金色の折り紙　　　　　　　　　　　　　
(9) お絵かき帳　　　　　　　　　　　　　　
(10) ビール（６缶ケース）の包紙　　　　　 

･･･□
･･･□
･･･□
･･･□
･･･□
･･･□
･･･□
･･･□
･･･□
･･･□ 

　高島市内の12月までの地域別ごみ削減状況を
お知らせします。皆さんのご協力により、確実に
燃やせるごみが削減されています。今後も紙ごみ
分別の徹底をよろしくお願いします。
　区や自治会、各種団体や事業所の会議や研修会
などで時間をいただき、『環境学習』を実施して
います。ぜひご活用ください。

　紙ごみ分別ポスター最優秀賞の林希帆さんの作
品を活用し、パッカー車（一般廃棄物収集運搬車
両）に、紙ごみの分別を呼びかけるラッピングを
しました。パッカー車を見かけたら「燃やせるご
み袋に紙ごみは入っていないかな？」ともう一度
確認するなど、紙ごみ分別の徹底にご協力をお願
いします。

答　え　（1）（3）（4）（6）（7）（9）が○印となり、その他古紙として雑誌
と一緒にリサイクルすることができます。

ごみ減量
大作戦

平成24年度工事

平成23年度工事

新病院本棟

現南病棟
（改修）

健診棟 東病棟

南病棟 機械棟

　

新
病
院
建
築
工
事
も
い
よ
い
よ
今
月

で
完
了
と
な
り
ま
す
。
照
明
や
消
火
栓

な
ど
の
設
備
工
事
、
壁
の
ク
ロ
ス
や
床

張
り
、
病
院
の
案
内
な
ど
の
サ
イ
ン
工

事
も
、
ま
さ
に
仕
上
げ
の
最
終
段
階
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

新
病
院
本
棟
は
、
１
階
が
外
来
、
２

階
が
手
術
室
や
検
査
室
、
３
階
か
ら
５

階
が
病
棟
と
な
り
、
病
棟
の
名
称
は
３

階
東
病
棟
（
産
婦
人
科
、
整
形
外
科
）、

４
階
東
病
棟（
小
児
科
、内
科
回
復
期
）、

４
階
南
病
棟
（
外
科
系
）、
５
階
東
病

棟
（
内
科
系
重
症
）、５
階
南
病
棟
（
消

化
器
、
呼
吸
器
）
と
な
り
ま
す
。
各
病

棟
フ
ロ
ア
に
は
、
イ
メ
ー
ジ
カ
ラ
ー
が

あ
り
、
３
階
は
桜
の
ピ
ン
ク
、
４
階
は

山
の
緑
、
５
階
は
び
わ
湖
の
青
を
そ
れ

ぞ
れ
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
入
院
患
者
さ
ん
に
自
分
の
病

室
を
覚
え
て
い
た
だ
く
工
夫
と
し
て
、

各
病
室
に
番
号
の
他
に
花
の
絵
を
つ

け
、
絵
を
見
て
イ
メ
ー
ジ
で
把
握
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

新
本
棟
以
外
で
は
、
新
本
棟
東
側
に

機
械
棟
を
設
置
し
、
ま
た
平
成
24
年
度

に
は
、
現
南
病
棟
（
Ａ
棟
）
を
改
修
し

健
診
棟
と
し
ま
す
。

　

今
後
の
予
定
で
は
２
月
末
に
は
、
各

種
検
査
や
動
作
確
認
を
実
施
し
、
３
月

か
ら
は
随
時
医
療
機
器
が
搬
入
さ
れ
ま

す
。
４
月
に
は
ス
ム
ー
ズ
に
新
病
院
に

移
行
で
き
る
よ
う
引
越
し
や
診
療
の
リ

ハ
ー
サ
ル
を
行
う
予
定
で
す
。

　

h
病
院
建
設
課

　
　
　

f（
３
６
）８
０
８
９

新
病
院
、
仕
上
げ
も
最
終
段
階
に
！

公立高島総合病院からのお知らせ
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議　
　
　

案

・
高
島
市
教
育
委
員
会
職
員
の
人
事
に

つ
い
て

　

主
な
協
議
、
報
告
事
項

・
い
じ
め
事
件
に
か
か
る
取
り
組
み
に

つ
い
て

・「
私
た
ち
の
夢
を
届
け
よ
う
〜
市
長

へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
〜
」
募
集
事
業
に

つ
い
て

紙ごみ減量標語応募作品 「きれいだね。　思える町に　していこう！！」　井保　涼佳（安曇川） 紙ごみ減量標語応募作品 「がんばろう　みんなの力で　ゴミへらそう」　林　優花（安曇川）

12月に開催しました定例教育委員会についてお知らせします。

教育委員会informationに対するご意見等は、高島市教育委員会事務局教育総務課 f（32）1132 までお気軽にお寄せください。

その⑱

＜「怒鳴る」「叩く」よりも・・・＞

　子どもが問題行動をした時に、ついつい
「怒鳴る」や「叩く」といった罰を与えて
しまいがちになります。「怒鳴る」「叩く」
といった暴力的なしつけは、子どもにとっ
て「しまった、と思う体験」を導くという
教育的な面よりも、親への怖れや拒否と
いったマイナス感情を育ててしまうことが
あります。
　では、子どもの問題行動を変えるにはど
のような方法があるのでしょうか。方法の
ひとつに、子どもにとっての楽しみに制限
を加える方法があります。例えば、テレビ
のチャンネル争いをする子どもにはテレビ
を見る時間を減らすという方法がありま
す。制限を加えることと共に、何が悪かっ
たのか、次はどうすれば良いのか、子ども
自身が考える機会を作りましょう。

「出典：神戸少年の町版コモンセンスペアレンティングトレーニング・
マニュアル普及版（野口啓示著）　＜作・イラスト＞のぐちふみこ氏（神
戸少年の町保育士）」

子ども家庭相談課　f（25）8517
　または市内各保健センター
滋賀県中央子ども家庭相談センター
　f077（562）1121

相談先

２
本
で
千
円

　

の
は
ず
が
・
・
・

【問題点】
★呼びかけとは別の高額な商品を販売する。
★正確な価格を告げない。
★解約等できる場合でも、領収書を
渡さないので業者を特定できない。

【アドバイス】
☆見知らぬ移動販売車を呼び止める
ときは慎重に。

☆呼びかけに惑わされず、購入する前にしっ
かりと価格・材質を確認しましょう。

☆呼び止めても、希望の金額と違い不要の場
合は、きっぱり断りましょう。

　h生活相談課　f（25）8125

「
物
干
し
竿
２
本
で
千
円
」

と
拡
声
器
で
呼
び
か
け
て
い
た

移
動
販
売
車
を
呼
び
止
め
た
。
ス

テ
ン
レ
ス
竿
を
勧
め
ら
れ
、
値
段
を

尋
ね
る
と
「
イ
チ
、
キ
ュ
ウ
、
パ
ッ
」

と
い
う
の
で
、
１
，９
８
０
円
だ
と
思

い
、
長
さ
を
カ
ッ
ト
し
て
も
ら
っ
た

と
こ
ろ
１
本
１
９
，８
０
０
円
を

請
求
さ
れ
た
。

⑭放課後の子どもたち
　　

子
ど
も
た
ち
は
、

地
域
の
子
ど
も
会
や

自
治
会
の
行
事
な
ど

を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。
そ
の
行
事
や

活
動
に
積
極
的
に
出
向
き
、
子

ど
も
た
ち
と
一
緒
に
活
動
す
る

指
導
者
と
し
て
、
現
在
約
80
人

の
方
が
体
験
活
動
サ
ポ
ー
タ
ー

と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
地
域
の
教
育

力
を
高
め
る
上
で
も
か
け
が
え

の
な
い
存
在
で
す
。
子
ど
も
た

ち
の
興
味
が
広
が
る
体
験
活
動

の
ヒ
ン
ト
、
ア
ド
バ
イ
ス
も
し

て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
安

心
し
て
関
わ
っ
て
い
た
だ
く

た
め
の
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

は
、
今
年
度
も
６
回
開
講
し
て

い
ま
す
。 ～体験活動サポーターと一緒に～

　

地
域
社
会
で
は
、
少
子
高
齢
化
や
社

会
の
急
速
な
変
化
な
ど
に
よ
り
、
人
間

関
係
が
希
薄
化
し
、
地
域
に
お
け
る
教

育
力
が
低
下
す
る
な
ど
、
深
刻
か
つ
複

雑
な
問
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
現
実
に
対
し
て
、
社
会
教

育
委
員
の
会
議
で
は
、
平
成
22
年
度
か

ら
地
域
の
代
表
の
方
、
社
会
教
育
関

係
団
体
の
リ
ー
ダ
ー
な
ど
か
ら
聞
き
取

り
を
実
施
し
、
地
域
社
会
が
抱
え
る
課

題
に
つ
い
て
４
つ
の
観
点
で
整
理
を
行

い
、
教
育
委
員
会
へ
提
言
を
さ
れ
ま
し

た
。

◎
地
域
の
活
性
化
に
向
け
た
支
援

◎
市
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る
人
づ
く

り
の
推
進

◎
地
域
づ
く
り
の
相
談
シ
ス
テ
ム
・

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
の
整
備

◎
社
会
教
育
施
設
を
核
と
し
た
人
づ
く

り
の
推
進

　

教
育
委
員
会
で
は
、
こ
の
提
言
を
踏

ま
え
、
社
会
教
育
委
員
の
協
力
を
受
け

な
が
ら
課
題
解
決
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

第
12
回
定
例
会
報
告

地
域
づ
く
り
に
お
け
る

社
会
教
育
の
果
た
す
べ

き
役
割
に
つ
い
て（
提
言
）

い
じ
め
を
し
な
い
・

さ
せ
な
い
・

見
逃
さ
な
い
①

12
月
21
日
開
催

　

い
じ
め
は
、
決
し
て
許
さ
れ
な
い
こ

と
で
す
。
し
か
し
、
ど
の
子
に
も
、
ど

の
学
校
に
お
い
て
も
起
こ
り
得
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
い
じ
め
の
防
止
に
つ

い
て
は
、
子
ど
も
た
ち
、
学
校
、
教
職

員
が
自
ら
の
問
題
と
し
て
切
実
に
受

け
止
め
、
家
庭
、
地
域
と
連
携
し
、
徹

底
し
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

現
在
、
市
内
の
学
校
で
は
、「
ス
ト
ッ

プ
い
じ
め
行
動
計
画
」
の
策
定
を
進
め

お
よ
び
教
育
委
員
会
の
今
後
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
、
次
の
ポ
イ
ン
ト
を
中
心
に
全

員
で
確
認
し
、
共
通
理
解
を
し
ま
し
た
。

⑴
い
じ
め
は
絶
対
に
許
さ
な
い
と
い
う
教

職
員
の
姿
勢

⑵
学
校
全
体
で
子
ど
も
を
見
守
り
育
て
る

体
制
づ
く
り
の
強
化

⑶
情
報
の
共
有
化
・
素
早
く
対
応
で
き
る

組
織
体
制
づ
く
り

⑷
子
ど
も
た
ち
へ
の
指
導
の
在
り
方
の
見

直
し

⑸
保
護
者
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
地
域
と
の
つ
な
が

り

　

い
じ
め
根
絶
に

向
け
た
教
職
員
全

員
研
修
会
を
12
月

27
日
に
高
島
市
民

会
館
で
開
催
し
ま

し
た
。

　

研
修
会
で
は
、

い
じ
め
事
件
の
検

証
を
行
い
、
学
校

て
い
ま
す
。
子
ど
も
、
保
護
者
、
教
職
員

が
共
通
し
た
認
識
を
持
っ
て
、
具
体
的
に

何
が
で
き
る
か
、
何
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
か
を
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
真
剣
に
考

え
て
い
ま
す
。

教
職
員
全
員
研
修
会

〜
い
じ
め
根
絶
に
向
け
た

取
り
組
み
を
確
認
〜
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　ウォーキングマップのコースを歩く健康たか
しまいきいきウォーキングを月１回開催していま
す。今月は、琵琶湖周航の歌発祥地として知られ
る今津の湖畔を眺めながら歩く「琵琶湖周航の歌
と湖畔コース（約4.0㎞）」です。ウォーキングリー
ダーさんと一緒に楽しく歩きませんか。

　▼日　　時　２月５日（日）
　　　　　　　　９時30分～11時30分
　▼集合場所　ＪＲ近江今津駅　東口　
　▼持ち物等　防寒着、帽子、手袋、はきなれた靴、
　　　　　　　リュックサック、タオル、お茶、
　　　　　　　雨具（雨が降りそうな時））

＜参加にあたってのお願い＞
・参加される方は、日頃からご自身の健康管理を
お願いします。

・申し込みは不要です。参加を希望される方は現
地にお集まりください。

　（ただし、10人以上の団体で参加される場合
　は事前に連絡をお願いします。）

・悪天候の場合、実施の有無は現地に集合した人
で判断をしますので中止の連絡は行いません。

いっしょに歩きませんか

献血にご協力ください

健康たかしまいきいきウォーキング

　

い
ま
や
国
民
の
２
人
に
１
人
が
が
ん

に
な
り
、
男
性
で
は
お
お
よ
そ
４
人
に

１
人
、
女
性
で
は
お
お
よ
そ
６
人
に
１

人
が
が
ん
で
死
亡
す
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

無
症
状
の
う
ち
に
定
期
的
な
検
診
を

受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
が
ん
を
早
期
に

発
見
で
き
れ
ば
、
そ
の
分
治
る
可
能
性

が
高
い
と
い
え
ま
す
。
そ
れ
だ
け
で
な

く
、
早
期
治
療
で
医
療
費
の
軽
減
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。

　

早
期
が
ん
と
進
行
が
ん
に
か
か
る
医

療
費
を
大
腸
が
ん
の
例
で
比
べ
て
み
る

と
、
進
行
が
ん
の
ほ
う
が
早
期
が
ん
に

比
べ
約
３
６
０
万
円
も
高
額
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
治
療
経
過
に
つ
い
て
も
、

早
期
が
ん
の
場
合
、
当
初
は
月
に
１
回

ご
と
の
定
期
検
査
に
な
り
ま
す
が
、
そ

れ
か
ら
３
か
月
に
１
回
、
半
年
に
１
回

と
検
査
の
間
隔
も
延
び
て
い
き
ま
す
。

一
方
、
進
行
が
ん
の
場
合
は
、
状
況
に

よ
り
、
入
院
や
通
院
を
繰
り
返
す
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
早
期
に
が
ん
が
発
見
さ

れ
る
こ
と
は
、
肉
体
的
、
精
神
的
、
経

済
的
に
も
負
担
が
少
な
く
て
済
み
ま

す
。ま

ず
は
が
ん
検
診
を
受
け
る

こ
と
か
ら
は
じ
め
ま
し
ょ
う
！

　

が
ん
が
発
見
さ
れ
る
と
怖
い
か
ら
が

ん
検
診
を
受
け
な
い
と
い
う
声
を
聞
く

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
ま
ず
は
検
診
を

受
け
る
こ
と
が
早
期
発
見
の
第
一
歩
で

す
。

　

個
別
検
診
（
大
腸
が
ん
検
診
、
子
宮

頸
が
ん
検
診
、
乳
が
ん
検
診
）
は
３
月

末
ま
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
ま

だ
が
ん
検
診
を
受
け
て
お
ら
れ
な
い
方

は
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。
詳
し
く
は
『
た
か
し
ま
健
康
だ
よ

り
』
ま
た
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
お
近
く
の
保
健
セ
ン

タ
ー
へ
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

h
健
康
推
進
課　

A（
２
５
）８
０
７
８

医 療 費 治 療 内 容

早期がん 約140万円 大腸切除術等＋定期検査

進行がん 約500万円
大腸切除術＋転移部位切
除術＋薬物療法等＋定期
検査

※この費用は保険適用分と自己負担分の合計になります。

【大腸がんの例】 知
ら
な
き
ゃ
損
！

が
ん
の
こ
と

　２月は、全血献血が実施されます。短時間
でできる献血で予約は必要ありません。対象
は16歳～ 69歳（初めての方は64歳まで）
の方です。　
　皆さんのご理解とご協力をお願いします。

日　程 種類 会　場 時　間

2/24（金）全血 今津保健センター 10時～12時13時～15時北部地域包括支援センター　f(22)0193
北部健康福祉センター　　　f(22)5101
今津町弘川204-1（今津保健センター内）

南部地域包括支援センター　f(32)2520
南部健康福祉センター　　　f(32)4413
安曇川町田中89（安曇川ふれあいセンター１階）

マキノ
今 津
新 旭

朽 木
安曇川
高 島

　今年も基本チェックリスト（おたっ
しゃ問診）の時期になりました。この
問診は、65歳以上の方が、これから
も元気に生活していく力があることを
確認するものです。65歳以上の対象
となる方には問診票をお送りします。
　生涯現役を貫くため、年に１回の問
診を提出してください。

　提出期限　２月29日（水）

若年性認知症の方と
家族のための学習会

基本チェック
リストの提出を

地域包括支援センター 住
み
慣
れ
た
ま
ち
で
、
い
つ
ま
で
も
、

安
心
し
て
暮
ら
す
お
手
伝
い
を
し
ま
す

　若年性認知症の方・家族の方が集
まって情報交換しませんか。困ってい
る事・悩んでいる事・最新の情報等、
専門家と共に学び、語り合いましょう。
▼開 催 日　２月23日（木）
▼時　　間　13時～15時
▼場　　所　安曇川公民館
▼講　　師　医療法人藤本クリニック
　　　　　　　　藤本直規さん
　　　　　　　　奥村典子さん
▼申込方法　開催日前日までに各地域
　　　　　　包括支援センターまで

 ＊若年性認知症とは･･･
65歳未満で認知症を発症した場合をい
います。

自
立
し
て
生
活
で
き
る
よ

う
支
援
し
ま
す

さ
ま
ざ
ま
な
方
面
か
ら

皆
さ
ん
を
支
え
ま
す

皆
さ
ん
の
権
利
を

守
り
ま
す

な
ん
で
も

ご
相
談
く
だ
さ
い

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
で
暮
ら
す
高
齢
者
の
皆
さ
ん
を
、

介
護
、
福
祉
、
健
康
、
医
療
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
か
ら
総
合
的
に
支
え

る
相
談
機
関
で
す
。

・
皆
さ
ん
を
支
え
る
地
域
の
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
支
援
の
ほ
か
、

高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
よ

り
暮
ら
し
や
す
い
地
域
に
す
る

た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
関
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
に
力
を
入

れ
ま
す
。

・
要
支
援
１
・
２
と
認
定
さ
れ
た

方
は
、
介
護
保
険
の
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
ま
す
。

・
皆
さ
ん
が
自
立
し
て
生
活
で
き

る
よ
う
に
、
状
態
に
あ
っ
た
健

康
づ
く
り
や
介
護
予
防
の
お
手

伝
い
を
し
ま
す
。

・
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
い

き
い
き
と
暮
ら
す
た
め
に
、
皆
さ

ん
の
持
つ
さ
ま
ざ
ま
な
権
利
を
守

り
ま
す
。
成
年
後
見
制
度
の
紹
介

の
ほ
か
、
虐
待
を
早
期
に
発
見
し

た
り
、
消
費
者
被
害
な
ど
に
対
応

し
た
り
し
ま
す
。

・
高
齢
者
の
皆
さ
ん
や
そ
の
家

族
、
近
隣
に
暮
ら
す
人
の
介

護
に
関
す
る
悩
み
や
問
題
に
対

応
し
ま
す
。
介
護
に
関
す
る
相

談
や
心
配
ご
と
、
悩
み
以
外
に

も
、
健
康
や
福
祉
、
医
療
や
生

活
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、
な
ん

で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

保
健
師
、
主
任
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ

ー
、
社
会
福
祉
士
な
ど
が
中
心

と
な
り
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。
安

心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は

市
内
に
２
か
所
あ
り
ま
す
。
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h
保
険
年
金
課　

f
（
２
５
）８
１
３
７

郵便またはEメールで、投稿者氏名・住所・連絡先を書き添
えて投稿してください。作品は未発表のもので、応募は一人
１点とし、作品や氏名には必ずふりがなをお願いします。

次回締切　2月29日必着（掲載は４月号です。）（企画広報課）

★応募数が多い場合は選考をさせていただきます。（概ね50作品まで）

群む
れ

す
ず
め　

誰
ぞ
指
揮
者
で　

返
り
飛
ぶ

雪
の
花　

い
く
た
び
咲
か
す　

冬
木
立

ト
ロ
ッ
コ
か
ら　

紅も
み
じ葉
の
絵
図
に　

秋
惜
し
む

亡
き
母
の　

匂
い
を
偲
ぶ　

柚
湯
か
な

三
日
月
を　

追
い
か
け
早
や
足　

晩ば
ん
し
ゅ
う
じ

秋
路

一
杯
飲
み　

お
喋
り
上
戸　

聞
き
流
し

冬
バ
ラ
の　

寒
空
さ
え
も　

負
け
じ
咲
く

元
日
や　

家
族
そ
ろ
い
し　

祝
餅

年
の
瀬
を　

年
賀
ハ
ガ
キ
と　

追
ひ
か
け
っ
こ

紅
葉
の　

風
で
舞
い
ち
る　

い
ち
よ
う
の
葉

し
づ
け
さ
や　

読
書
を
誘
う　

夜
長
か
な

脳
ミ
ソ
を　

叩
き
起
こ
し
て　

五
七
五

冬
一
番　

さ
む
い
風
吹
く　

木
枯
し
か

小
鳥
く
ん　

ミ
ラ
を
止
ま
り
木
に　

ふ
ん
だ
ら
け

茶
さ
ん
は　

仕
事
し
な
く
て　

Ｎ
Ｏ
２

チ
ョ
コ
貰
い　

一
喜
一
憂　

男
な
り

紅
葉
の　

す
ば
ら
し
き
か
な　

秋
深
し

く
れ
じ
ま
い　

ね
こ
の
手
を
か
り　

ら
く
を
す
る

数
十
年　

文
を
交
わ
せ
し　

友
は
逝
く

い
ら
ん
の
に　

義
理
チ
ョ
コ
く
れ
る　

タ
イ
プ
外

譲
ら
れ
た　

一
駅
感
謝　

し
て
座
る

林
道
に　

落
ち
た
か
え
で
を　

お
し
花
に

木
枯
ら
し
や　

木
々
の
落
ち
葉
も　

舞
い
上
が
る

年
重
ね　

健
康
の
意
味　

深
く
な
り

障
子
貼
り　

一
人
で
貼
れ
ば　

シ
ワ
シ
ワ
に

月
食
や　

満
天
の
空　

美
し
く

月
食
や　

星
も
満
開　

冬
夜
中

柿
食
っ
て　

日
向
ぼ
こ
す
る　

老
婆
な
り

笑
い
皺　

可
愛
い
孫
と　

共
に
生
き

親
譲
り　

粗
食
も
エ
コ
も　

節
電
も

大
晦
日　

今
年
も
今
日
で　

左さ
よ
う
な
ら

様
奈
良

中
崎　

徳
子
（
朽
・
桑
原
）

丸
岡
亜
希
子
（
新
・
藁
園
）

早
田　

弘
子
（
今
・
今
津
）

山
本
喜
代
治
（
安
・
長
尾
）

細
野
紀
代
子
（
マ
・
白
谷
）

山
本　

京
子
（
高
・
高
島
）

山
本
美
智
子
（
マ
・
新
保
）

前
川　

た
つ
（
新
・
針
江
）

平
井　

ち
く
（
朽
・
大
野
）

上
田　

え
み
（
マ
・
浦
）

益
本
さ
つ
き
（
マ
・
沢
）

松
本
せ
つ
子
（
マ
・
海
津
）

奥
津
と
し
江
（
安
・
川
島
）

藤
森
み
ち
子
（
朽
・
柏
）

久
米　

良
彦
（
新
・
太
田
）

寺
田　

義
輝
（
マ
・
西
浜
）

沢
井　

美
代
（
朽
・
岩
瀬
）

上
田
幸
次
郎
（
マ
・
浦
）

北
川　

千
代
（
高
・
勝
野
）

上
山　

惟
裕
（
高
・
城
山
台
）

斉
藤　

光
江
（
安
・
今
在
家
）

高
岡
ふ
じ
江
（
マ
・
小
荒
路
）

高
橋
レ
イ
子
（
高
・
鴨
川
平
）

平
井　

真
造
（
安
・
上
古
賀
）

村
田　

ナ
ミ
（
高
・
勝
野
）

田
野
マ
ス
ヱ
（
高
・
勝
野
）

田
野　

源
系
（
高
・
勝
野
）

岡
田　

明
子
（
新
・
安
井
川
）

曽
根
し
づ
江
（
マ
・
沢
）

西
川
五
磋
三
（
高
・
高
島
）

土
井
登
美
雄
（
安
・
三
尾
里
）

天
の
父　

年と

し齢
に
至
り
て　

老お
い

を
知
り

豆
の
数　

人
生
歩
ん
だ　

証
か
な

北
風
が　

窓
う
つ
音
や　

冬
仕
度

手
汚
さ
ず　

仏
に
立
て
し　

貰
い
花

冬
の
寒
さ
も　

孫
の
笑
顔
で　

心
も
あ
っ
た
か

向
い
風　

負
け
る
者
か
と　

ペ
タ
ル
踏
む

新に
い
ど
し年

を　

迎
え
感
謝　

廻
り
年

雪
深
き　

下
に
春
待
つ　

座
禅
草

節
電
で　

雪
の
あ
か
り
で　

読
書
す
る

そ
れ
ぞ
れ
の　

足
跡
の
こ
す　

雪
の
道

目
覚
め
れ
ば　

憂
き
世
も
花
も　

雪
の
下

吹ゆ

き雪
去
っ
て　

凍
雀
未
だ　

飛
び
立
た
ず

暮
れ
半
ば　

白
寿
で
逝
き
し　

母
悲
し

湖
西
線　

運
休
放
送　

又
か
い
な

冬
の
雨　

風
の
冷
た
さ　

雪
に
な
り

冬
ざ
れ
に　

火
焔
の
ご
と
し　

ピ
ラ
カ
ン
サ

段
取
り
10　

仕
事
半
分　

口
だ
け
０わ

妻
え
が
お　

元
気
に
な
れ
よ　

今
年
こ
そ

久
し
ぶ
り　

話
合
わ
せ
て　

ど
な
た
さ
ん

旅
帰
り　

心
安
ら
ぐ　

朱
の
鳥
居

針
江
住
み　

水
・
空
気
よ
く　

寿
命
延
び

初
雪
や　

比
良
山
系
は　

雪
明
か
り

新
転
地　

日
の
出
と
琵
琶
湖
を　

前
に
し
て

何
買
わ
ず　

ト
イ
レ
休
憩　

道
の
駅

見
事
で
す　

出
尻
生
か
し
た　

女お
ん
な
が
た形

福
も
っ
て　

子
や
孫
揃
ふ　

元
旦
会

百
八
ツ　

煩
悩
送
る　

除
夜
の
鐘

凍
り
道　

ス
ッ
テ
ン
コ
ロ
リ　

背せ

な中
凍
る

時
期
つ
げ
る　

赤
き
実
を
つ
け　

雪
帽
子

雪
雲
の　

下
に
ぽ
つ
ね
ん　

竹
生
島

伊
吹　

忠
義
（
マ
・
中
庄
）

上
原
す
み
江
（
新
・
太
田
）

畠
山
美
智
子
（
朽
・
麻
生
）

河
原
田
う
た
子
（
今
・
岸
脇
）

添
田
富
美
子
（
安
・
常
磐
木
）

鞍
田　

作
枝
（
新
・
饗
庭
）

井
口　

み
よ
（
高
・
高
島
）

粂　
　

洋
一
（
新
・
太
田
）

川
本　

一
男
（
安
・
北
船
木
）

墨
友　

光
代
（
今
・
上
弘
部
）

西　

美
津
子
（
高
・
鴨
川
平
）

西　
　

晴
明
（
高
・
鴨
川
平
）

松
山
八
夜
夷
（
今
・
今
津
）

髙
澤　

芳
枝
（
今
・
松
陽
台
）

高
松　

逸
子
（
マ
・
西
浜
）

落
合　

麻
美
（
高
・
永
田
）

前
田　

と
み
（
今
・
浜
分
）

寺
尾　
　

浩
（
新
・
北
畑
）

寺
尾　

輝
代
（
新
・
北
畑
）

久
保　

俊
明
（
高
・
拝
戸
）

中
内　

保
男
（
新
・
針
江
）

洞
山
千
代
江
（
今
・
南
新
保
）

川
端　

昭
子
（
マ
・
高
木
浜
）

梅
村　

保
次
（
安
・
四
津
川
）

髙
橋　

久
一
（
新
・
藁
園
）

駒
井　

堅
次
（
安
・
北
船
木
）

山
田　
　

薫
（
安
・
北
船
木
）

池
田
よ
し
枝
（
今
・
今
津
）

風
林　

み
津
（
安
・
西
万
木
）

伊
庭　

建
博
（
新
・
深
溝
）

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
、
口
座
振
替
で
前
納
（
ま
と
め
て
納
付
）

す
る
と
、
保
険
料
の
割
引
が
あ
り
大
変
お
得
で
す
。

　

４
月
分
か
ら
の
保
険
料
を
口
座
振
替
で
「
１
年
前
納
」
ま
た
は
「
６
か

月
前
納
」
す
る
こ
と
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
２
月
末
ま
で
に
口
座
振
替

を
希
望
さ
れ
る
金
融
機
関
・
郵
便
局
ま
た
は
大
津
年
金
事
務
所
で
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
月
口
座
振
替
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
も
、
前
納
で
の
口
座
振

替
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

☆
平
成
24
年
度
の
保
険
料
は
、
２
月
中
に
決
定
さ
れ
る
予
定
で
す
。

口
座
振
替
で

ま
と
め
て
前
納
が

国
民
年
金
保
険
料
は
、

お
得
！

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
納
付
と
は
、
保
険

料
を
定
期
的
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
が
被
保

険
者
に
代
わ
っ
て
支
払
い
し
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
会
社
が
カ
ー
ド
会
員
に
請
求
す
る
方
法
で
す
。

　

納
付
方
法
は
、
毎
月
納
付
（
割
引
な
し
）、
１

年
前
納
、
６
か
月
前
納
の
３
種
類
で
１
年
前
納
お

よ
び
６
カ
月
前
納
の
割
引
額
は
、
納
付
書
に
よ
る

現
金
納
付
の
場
合
と
同
様
で
す
（
※
口
座
振
替
よ

り
割
引
額
は
少
額
で
す
）。

　

た
だ
し
、
過
去
の
未
払
い
分
お
よ
び
、
保
険
料

の
一
部
を
免
除
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
へ
の
お
支
払

回
数
は
１
回
の
み
で
す
。

　

４
月
分
か
ら
の
保
険
料
を
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

で
１
年
前
納
ま
た
は
６
か
月
前
納
す
る
こ
と
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
、
２
月
末
ま
で
に
、
市
役
所
保

険
年
金
課
、
最
寄
り
の
支
所
窓
口
ま
た
は
大
津
年

金
事
務
所
で
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

  【電話】大津年金事務所
  A077－521－1489
   　平日８時30分～17時

　大津年金事務所では、「予約
制による年金相談」を、次の日
程で開催します。

日　　時　２月23日（木）
　　　　　　10時～16時
場　　所　安曇川公民館
申込方法　予約専用電話番号に

お電話ください。

※この電話では予約以外のご用
件はお受けできません。
※予約受付は、定員になり次第、
締め切りとなります。

一日年金相談所

翌 月 振 替 保険料額　 15,020円/月
毎月の保険料を翌月末に口座引き落とし
（割引なし）

保険料額　176,460円/年
割引額

3,780円/年

１ 年 前 納
４月分から翌年３月分までの保
険料を４月末に口座引き落とし

保険料額　177,040円/年 割引額
3,200円/年１ 年 前 納

保険料額　 89,100円/半年
割引額

1,020円/半年

６か月前納
４月分から９月分までの保険料
を４月末に、10月分から翌年
３月分までの保険料を10月末
に口座引き落とし

保険料額　 89,390円/半年 割引額
730円/半年６か月前納

割引額
50円/月

保険料額　 14,970円/月早 割 制 度
毎月の保険料を当月末に口座引
き落とし

割引なし保険料額　 15,020円/月毎 月 納 付

口座振替を利用した場合の
保険料額（平成23年度）参考

クレジットカードによる
国民年金保険料の納付もできます

広
告

募
集

有 

料 

広 

告

あなたのお店や事業の広告を出しませんか？
広報誌

ホーム
ページ

■4月号締切　2月27日（月）
■掲載料　10,000円/１枠（28mm×85mm）

■3月掲載分締切　2月10日（金）
■掲載料　１か月10,000円

詳しくは市ホームページをご覧ください。

クレジットカードを利用した場合の保険
料額（平成23年度）参考
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募　集

　市民の皆さんの意見を市の都市計画に反映させ
るために、都市計画審議会委員を募集します。
　都市計画は、まちの将来像を決めるだけでなく、
市民の生活にも大きな影響を及ぼすため、行政だ
けでなく、学識経験者等の第三者からなる都市計
画審議会で、審議・調査等を経た上で決定される
ことになっています。
　審議会では、用途地域等の都市計画について審
議していただきます。

▼募集人数　６人以内
▼応募資格
　市内にお住まいの方で、都市計画に知識、経験
または関心があり、会議に出席できる方。ただし、
平成24年４月１日現在で20歳未満の方、当市の
他の審議会、協議会等の委員に就任している方や
国、地方公共団体の議員および職員は除きます。
▼任　　期　平成24年４月１日
　　　　　　　～平成26年3月31日（２年間）
▼募集期間　２月１日（水）～14日（火）
　　　　　　　17時まで
▼応募方法
　指定の応募用紙に必要事項をご記入の上、高島
市の都市計画に関する意見や提言などを800字
程度にまとめた意見書（様式自由）を添えて、郵
送、持参のいずれかの方法で、都市計画課（市役
所別館）へご提出ください。
（各支所、新旭振興室へ提出していただいても結
構です。）
　なお、応募書類は返却いたしませんので、ご承
知ください。
▼応募用紙入手先
　都市計画課・各支所・新旭振興室。
　高島市ホームページからでもダウンロードする
ことができます。

　h都市計画課　f（22）0904

▼種　　類
 《臨時講師》
　産前産後の休暇等の特別休暇、育児休業等
の教諭・養護教諭の代替として臨時に任用す
る常勤の講師  

 《非常勤講師》
　週のうち、あらかじめ定められた時間、教科・
科目の授業のみを行う非常勤の講師

▼応募資格
　・小学校教諭、中学校教諭、養護教諭、栄養教
諭のいずれかの普通免許状を所有されている
方（免許状取得見込みの方も含む）

　・心身ともに健康で、勤務に耐え得る方
▼応募期間　随時
▼応募方法
　志願書と教員免許状の写しを高島市教育委員会
事務局学校教育課、または滋賀県教育委員会事務
局教職員課に提出してください。
　応募書類は、学校教育課にあります。
※志願書の提出により滋賀県講師志願者名簿に登
　録されます。

　h学校教育課　f（32）4471

　子どもたちの何でも発表会の
出演者を募集します。

▼日　　時　３月４日（日）
　　　　　　　13時～16時
▼場　　所　安曇川公民館
▼対 象 者　市内在住の幼児から18歳まで
▼内　　容
　合唱、舞踊、漫才、コント、カラオケ、ダンス、
ピアノなど、ステージで発表できるものなら何で
もＯＫです。
▼参 加 費　無料
▼申込締切　２月13日（月）
▼申込方法　ファックス・窓口
　安曇川公民館にある申込用紙（チラシ裏面）に
必要事項を記入のうえ、お申し込みください。

　h・i安曇川町子ども会
　　　　連合会事務局
　　　　　（安曇川公民館）
　　f（32）0003　g（32）4011

滋賀県公立小・中学校講師募集

都市計画審議会委員を募集します

子どもなんでも発表会　出演者大募集！

《英語国際交流サロン》
　異文化理解を深めながら、気
軽に英会話を楽しみましょう。
▼日時
　２月12日（日）・25日（土）
　１回目 9時30分～10時30分
　２回目 10時45分～11時45分
▼講師　ケビン・ディーガンさん
▼定員　各回10人程度（先着順）

《韓国語国際交流サロン》
　ドラマなどで耳慣れてきた韓
国語を学びながら、韓国の文化
にも触れてみましょう。
▼日時
　２月12日（日）・25日（土）
　・交流サロン　14時～15時
　・ハングルサロン
（主に語学学習を行います）
　　15時15分～16時15分
▼講師　チョウ・ポンナさん
▼定員　各回10人程度（先着順）

▼開催場所　
　今津東コミュニティセンター
▼参 加 費
　一般500円
　高島市国際協会会員200円
▼申込方法
　電話、ファックス、メール

　h・i高島市国際協会
　　f（20）1180
　　g（20）1182
　　jtifa822@ares.eonet.ne.jp

　心しなやか・・・ 身体はもっ
としなやかに・・・。日曜の昼
下がり、日頃の疲れや寒さで縮
んだ筋肉をストレッチ体操でほ
ぐしませんか？　　

▼日　時　２月19日（日）
　　　　　13時30分～15時
▼場　所　安曇川公民館
▼対象者　市内在住の方
　　　　　　（先着30人）
▼参加費　無料
▼講　師　鳥居さなえさん
▼その他
　タオルと水分補給のためのド
リンク等をお持ちください。

　h高島市女性の会連絡協議会
　（担当：フレンズ新旭（匹田））
　　f（25）4452

　防衛省では、
自衛隊一般幹
部候補生を募
集しています。

▼資　格
　22歳以上26歳未満で大学
卒業程度の学力のある方
（平成25年３月卒業見込み含む）
▼受付期間
　２月１日（水）
　　　　　　～４月27日（金）
▼試験日
　筆記試験　５月12日（土）
　適性検査　５月13日（日）
　　　　　　（飛行要員希望者
　　　　　　　のみ）
▼受験料　無料

　h自衛隊高島地域事務所
　　f（22）1939

　７回目となる高島市民体育大
会スキー競技会の参加者と役員
ボランティアを募集していま
す。
　また、今年は大会だけでなく、
午後から初心者講習会も開催し
ますので、ぜひご参加ください。

▼日　時　３月３日（土）
　　　スキー競技会　９時～
　　　初心者講習会　13時～
▼場　所　箱館山スキー場
▼対　象　高島市民
▼部　門
　・ジャイアントスラローム
　　　（対象）小学生以上
　・クロスカントリー
　　　（対象）小学生以上
　・スノーボード
　　　　年齢制限なし
▼参加料　
＜スキー競技会＞
　一般５００円、小・中学生無料
＜初心者講習会＞
　　無料
　（ただし駐車場代、ゴンドラ・
　リフト代、レンタルスキー代
　は参加者負担）
★役員ボランティアは、駐車場
代、ゴンドラ・リフト代など
全て無料です。初心者講習会
も全て無料で参加できます。
▼申込方法
　参加申込書を、市民スポーツ
課、各公民館に用意しています。
　詳しくはお問い合わせください。

　h高島市体育協会
　　　（市民スポーツ課内）
　　f（32）4459

国際交流サロン
参加者募集

高島市民体育大会スキー
競技会
参加者・役員ボランティア募集

きらっと輝く女性のための講座
「心も 身体も ストレッチ
しましょ！」

自衛官募集



nformationI …問い合わせ先　　…申し込み先　　…応募先　　…電話番号　　…ファックス番号　　　　　　　　…メールアドレス　　…ホームページアドレス問 申 応
暮らしの情報

広
報2012・2・1 26広

報27 2012・2・1

催　し

　「高島市の自然・歴史などに関して好きなとこ
ろ」「将来やってみたいこと」「高島市が将来どの
ようなまちになってほしいか」をテーマに、市内
の小学６年生から募集した作文の優秀作品を、市
長へのメッセージとして発表します。
　子どもたちからの熱いメッセージを、ぜひお聞
きください。
★子どもの体験活動発表会も同時開催
　よえもん道場、ニセコとの交流体験事業、伊江
村高島青少年交流事業に参加した子どもたちも、
見て・感じて・体験したことを発表します。

▼日　時　２月５日（日）
　　　　　　13時30分～
▼場　所　安曇川公民館

　h青少年育成室
　　f（32）4458

　安曇川世代交流セン
ターで活動している教室
やサークルの芸能発表と
作品展示を行います。
　利用者の皆さんの日頃
の成果をぜひご覧くださ
い。
　また芸能発表会当日
は、かやくご飯や手打ちそば、喫茶コーナーなど
の模擬店もあります。ご家族、お知り合いの方な
どお誘い合わせのうえ、ぜひお越しください。

《芸能発表》
　▼日　時　２月26日（日）
　　　　　　　10時～16時（予定）
　▼内　容　日舞、カラオケ、ギター演奏、
　　　　　　大正琴など　　
《作品展示》
　▼期　間　２月26日（日）～３月３日（土）
　　　　　　　（ただし、27日は休館）
　▼時　間　９時～17時

　h安曇川世代交流センター　f（34）1320

　直売所を生かした地域農業の活性化やまちづく
りをテーマに、第35回高島農業振興大会を開催
します。直売所や道の駅に関心をお持ちの方の参
加をお待ちしています。

▼日　　時　２月19日（日）
　　　　　　　13時30分～15時30分
▼場　　所　新旭公民館
▼内　　容
　・第19回子どもアグリ図画コンクール表彰
　・講演　｢農産物直売所を生かしたまちづくり｣
　　（講師）農林水産省選定｢地産地消の仕事人｣
　　　　　　　　　　　　　　　勝本　吉伸さん
　・シンポジウム“産直活動への私のこだわり”
　　　パネラー　直売所運営者、出荷者、消費者
▼申込方法　電話、ファックス
　　　　　　住所、氏名をご連絡ください。

　h高島地域農業センター
　　f（22）3178　　g（22）0740

　重要文化的景観「高島市海津・西浜・知内の水
辺景観」をＰＲするためにマキノ駅前に設置する
看板のデザインを選考する公開の審査会、および
文化的景観を生かしたまちづくりを考える講演会
を開催します。

▼日　時　２月５日（日）
　　　　　　13時30分～15時30分
▼場　所　マキノ町知内会館
▼内　容
　　13時30分～
　　　講演会「地域で生かそう、文化的景観」
　　　　（講師）元文化庁文化的景観担当調査官
　　　　　　　　　　　　　　　井上　典子さん
　　14時45分～
　　　重要文化的景観PR看板デザインコンペ
　　　審査会

　h海津・西浜･知内地域
　　 文化的景観まちづくり協議会事務局
　　f（28）8002

私たちの夢を届けよう
～市長へのメッセージ～発表会

高島市農業振興大会

安曇川世代交流センター・フェスティバル 看板デザインコンペ公開審査会＆講演会
「生かそう！ 学ぼう！ 選ぼう！ 文化的景観」

　市で取り組んでいる「ごみ減
量大作戦」をテーマに環境講演
会を開催します。
　ご家族・ご近所お誘いあわせ
の上、ぜひお越しください。

▼日　時　３月11日（日）
　　　　　　13時30分～
▼場　所　安曇川公民館
▼内　容　
「ゴミを出さない暮らしのコツ」
　～私のごみ減量大作戦～
（講師）漫画家　赤星たみこさん

　h高島市エコライフ
　　推進協議会事務局
　　　（環境政策課内）
　　f（25）8123

　摂食障がいに揺れ動く思春
期・青年期の子どもたちを、家
族や周囲の私たちはどのように
支え、育てていくのか。多くの
子どもたちやそのご家族と向き
合ってこられた講師にご講演い
ただきます。
▼日　時　２月25日（土）
　　　　　14時～16時30分
▼場　所　近江八幡市文化会館
▼講　師　
　国立国府台病院児童精神科医
　　　　　　宇佐美　政英さん

　h滋賀県立精神保健福祉
　　センター
　　f077（567）5010

　コーラス、ヨシ笛演奏、フォー
クダンス、大正琴、舞踊、押し
花、絵手紙、七宝焼など、時間
割で文化協会のクラブ体験をし
ていただけます。お気軽にお越
しください。

▼日　時　２月12日（日）
　　　　　　10時～17時
▼場　所　安曇川公民館
▼対象者　文化協会のクラブに
　　　　　関心のある方
▼参加費　七宝焼体験は材料費
　　　　　３００円、他は無料

　h高島市文化協会事務局
　　　（社会教育課内）
　　f（32）4457

　　　　　   　　２月25日(土)
《夜のザゼンソウ観察会＆交流会》
　群生地で竹灯ろうによる幻想的な雰囲気の中、
ザゼンソウの発熱の様子を観察します。観察後は、
箱館山民宿で温かい地鶏の鍋を囲んで、ザゼンソ
ウを話題に交流会を行います。
▼時　間　17時～21時
▼場　所　ザゼンソウ群生地、箱館山民宿
▼参加費　３，５００円（食事代、ガイド料、保険料ほか）
▼募集人数　30人（先着順）
　　　　　　※最少催行人数10人

　　　　　　　　２月26日(日)
《ザゼンソウウォーク＆学びのつどい》
　いまづ自然観察クラブ、今津ガイド勉強会のご
案内で、今津の町中を散策しながらザゼンソウ群
生地まで往復６kmを歩きます。その後、学びの
つどいに参加します。
▼時　間　９時10分～15時50分（受付:９時～）
▼集合場所　ＪＲ近江今津駅
▼参加費　１，０００円
　　　　（資料代・ガイド料・保険料・講師料ほか）
▼募集人数　１２０人（先着順）

《ザゼンソウ学びのつどい》
▼時　間　14時20分～15時50分（受付:14時～）
▼場　所　今津東コミュニティセンター
▼参加費　２００円（資料代）
　　　　　※学びのつどいのみ参加の場合
▼内　容
　①岩手大学・伊藤教授がザゼンソウの不思議を
　　分かりやすく解説します。
　②不思議植物ザゼンソウコーナー
　　・全国のザゼンソウ群生地を写真で紹介
　　・ザゼンソウ文芸作品の展示

《ざぜん草交流市》
　地元特産品や温かい飲み物、食べ物など楽しさ
いっぱい！美味しさいっぱい！
▼時　間　10時～15時
▼場　所　ザゼンソウ群生地入口付近
　
（主催）今津ザゼンソウまつり実行委員会

　h・i今津まちづくり情報センター
　　　　　（今津支所内）
　　f・g（33）7155

ザゼンソウの不思議を探しに行こう！　今津ザゼンソウまつり

環境講演会「ごみを出さ
ない暮らしのコツ」

思春期公開講座
～摂食障がいの回復
　家族・支援者にできること～

文化協会のクラブ体験を
してみませんか？
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文化情報を紹介するコーナーです。
皆さんの情報などを藤樹の里文化芸術会館（f32-2461）までお寄せください。
締め切りは毎月25日です。

鑑 賞 無 料

ギャラリー Ｒ
リ プ ル

ＩＰＬ

9時30分～20時30分

「上田吉信　写真展 」

朽木資料館

木地師関連資料と陣屋跡
朽木氏関係文書を展示

９時～16時30分
朽木の生活文化を伝える

●常設展示

藤樹の里文化芸術会館

　子どもから大人まで、約1,200点
の書き初め作品が並ぶ、新春にふさわ
しい書き初め展です。

第33回　湖西書き初め展

入場無料

全席自由
13時30分開演

一　　般　１，０００円
高校生以下　   ５００円
（当日２００円増）

ひな祭りジャズコンサート

鑑 賞 無 料

「和紙ちぎり絵作品展」

10時～17時30分
伊丹裕見子

　今年で７回目のステージ。今回は、ゆ
ったりとした大人のジャズに、ビッグベ
ルとスイートベルが挑戦します。ゲスト
には京都から、ジャズボーカル村木舞と
ジャズピアニスト西山靖夫をむかえて、
じっくり聴かせます！！

マキノ資料館 ●コーナー展①

山と湖
うみ

の生活文化を伝える

“雪”にかかわる暮らしと道具

●常設展示
９時～16時30分

【コーナー展①】

９時～17時

※２月６日は休館

▼出　演　高島市民ジャズオーケストラ
　　　　　“ビッグベル”
　　　　　高島レディースブラス
　　　　　“スイートベル”
　　　　　ゲスト　西山靖夫＆村木舞

藤樹の里文化芸術会館

開催中
～2/12日

入 館 無 料月・火・祝日
  　 休

開催中～2/12日

　hマキノ資料館　f（27）1484

3/4日

　h藤樹の里文化芸術会館
　　f（32）2461

入 館 無 料月・火・祝日
  　 休 　h朽木資料館　f（38）2339

湖西地域の文化情報

　h安曇川町田中426　f（32）0150

ギャラリー 藤乃井

2/3金～29水

2/12日～18土

　h今津ショッピングセンター　リプル
　　f（22）6500

鑑 賞 無 料

「高島市美術協会展
　　　　　　・書の部」2/1水～29水

　h今津町今津1689-2　f（22）6666

今津サンブリッジホテル
ギャラリー

全席自由
13時開演

一　　律 　5００円

ぶんげい☆春の演劇祭

　ぶんげい演劇教室の発表公演と市内演
劇集団による演劇祭です。

藤樹の里文化芸術会館

3/18日

　h藤樹の里文化芸術会館
　　f（32）2461

名勝指定記念
「発掘された朽木池の沢庭園」

●コーナー展示

●コーナー展②
高島市の重要文化的景観【コーナー展②】

2/16木～4/1日

高島歴史民俗資料館 ●コーナー展①

鴨稲荷山古墳・鴨遺跡・大溝城を調べる

北方探検家　近藤重蔵展２

●常設展示
９時～16時30分

【コーナー展①】

入 館 無 料月・火・祝日
  　 休

開催中～2/12日

　h高島歴史民俗資料館　f（36）1553

●コーナー展②
古雛展【コーナー展②】

2/23木～4/1日

【コーナー展】

2/8水～
4/1日

鑑 賞 無 料火・休

「小林斐子
　草木染織きさらぎ展」

「四季を描く」
洲崎坦

ギャラリー Cafe Cozy

　h今津町舟橋2-8-10　f（22）1414
10時～22時　　※最終日　17時まで

2/1水～13月

2/15水～29水

相　談 日　時 場　所 内　容

女性のための
悩み相談室

h市民活動支援課
　f（２５）８５２６

２月…
１日（水）、18日（土）
22日（水）、　29日（水）

３月…
10日（土）、14日（水）
21日（水）、28日（水）

　13時30分
　～16時30分

働く女性の家

　一人で悩みを抱えるのがつらい…と感じた時、話を聞いて
もらうと心が軽くなることがあります。専門の女性カウンセ
ラーがあなたの悩みをしっかり受け止め、あなたに合った解
決の手がかりを一緒に考えていきます。
※相談時間は、一人50分です。

▼対 象 者
　市内に在住または在勤・在学の女性
▼申込方法
　予約専用電話（22－4052）で
　予約をお願いします。
　受付時間：９時～17時
　　　　　　　（火～土曜日）

特設人権なんでも
相談所

h人権施策課課
　f（２５）８５２４

２月８日（水）
　13時～16時

市役所本庁
１階福祉相談室

　毎日の生活の中で、差別やいじめなど、人権に関わる問題
で悩んでいませんか？
　ひとりで悩まずに人権擁護委員にご相談ください。

消費生活出張相談
h生活相談課
　f（２５）８１２５

２月13日（月）
　13時30分
　～16時30分

高島支所

　消費者と事業者との契約に関することで、お困りのことや
わからないことなど、消費生活相談員がご相談をお受けしま
す。お気軽にご相談ください。（先着順）
※この日に限らず、平日は市役所本庁で消費生活相談窓口を
　開設しています。

多重債務者
無料相談会

h生活相談課
　f（２５）８１２５

２月25日（土）
　13時～17時

安曇川公民館
（安曇川ふれあ
いセンター）

　借金問題でお困りではないですか？
　弁護士が相談をお受けし、問題解決のための助言を行いま
す。

▼相談時間　一人１時間以内
▼定　　員　４人（申込順）　※要予約

高島行政なんでも
相談所

h滋賀行政評価事務所
　　行政相談課
　f０７７（５２３）１１００

h市役所 生活相談課
　f（２５）８１２５

２月22日（水）
　13時30分
　　～16時

新旭公民館

　登記・相続・遺言に関することなど、お困りのことはあり
ませんか？
　暮らしに身近な相談をお受けします。

▼参加機関と主な相談内容
　　大津地方法務局・・・・・・土地登記関係
　　滋賀県・・・・・・・・・・県の行政全般
　　高島市・・・・・・・・・・高島市の行政全般
　　大津年金事務所・・・・・・保険、年金等
　　滋賀県司法書士会・・・・・登記、相続、多重債務、
　　　　　　　　　　　　　　　成年後見等
　　滋賀県行政書士会・・・・・遺言書、遺産分割協議書　
　　　　　　　　　　　　　　　等の書き方
　　税理士・・・・・・・・・・税務関係
　　行政相談委員・・・・・・・国の行政全般
　　滋賀行政評価事務所・・・・国の行政全般

相　談（相談無料・秘密厳守）

　h藤樹の里文化芸術会館
　　f（32）2461

▼出　演
　ぶんげい演劇教室＋演劇集団つばめ、
　安曇川高校演劇部、高島高校演劇部

全席自由
13時30分開演

一　　律 　5００円

２０１２たかしま市民音楽祭
「響」
　ジュニア・シルバー・混声・男声・女
声・高校生といろんな団体が紅白に分か
れて歌の共演です。

高島市民会館

3/20火

　h高島市民会館
　　f（22）1764
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図書館に

行こう♪

そうだ

図書館に

行こう♪

開館日カレンダー▼貸出延長や予約はこちらまでご連絡ください。

２ 月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29
水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

今 津 図 書 館
f(22)3827 休 休 話 休 話 休 映

安曇川図書館
f(32)4711 話 休 休 休 話 休

マキノ図書館
f(27)0350 休 休 休 休 話 休 休 休 休

朽木図書サロン
f(38)2324 休 休 休 休 話 休 休 休 休

新 旭 図 書 室
f(25)2811 休 話 休 休 話 休 休 休 休 休 休

高 島 図 書 室
f(36)2160 休 休 休 休 話 休 休 休 休

２月

話 はおはなし会です。時間や内容など詳しくは各図書館へお問い合わせください。映 は映画会。
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平成23年12月末現在

●人　口

男
女　

●世帯数

・前 月 人 口
・前年同月人口

の動き（人口と世帯）

氏　名 性別 生年月日 ところ
  マ　キ　ノ
蕪
か ぶ ら ぎ

木 勇
ゆ う き

希 男 11月21日海 津

杉
す ぎ う ら

浦 央
お う ま

真 男 11月28日大 沼

小
こ て ら

寺 紗
さ

季
き 女 12月1日 小荒路

赤
あ か さ き

﨑 瑠
る

唯
い 女 12月9日 蛭 口

伊
い ぶ き

吹 隆
り ゅ う や

哉 男 12月17日高木浜
  今　　　津
梅
う め だ

田 智
と も き

輝 男 11月25日弘 川

古
ふ る た

田 莉
り 　 の

乃 女 11月30日深清水

山
や ま し た

下 真
ま

奈
な 女 12月9日 中 沼

木
き う ち

内 海
か い り

吏 男 12月16日浜 分

氏　名 性別 生年月日 ところ

松
ま つ も と

本 大
た い が

芽 男 12月20日南新保

  新　　　旭
上
う え だ

田 菜
な

緒
お 女 12月1日 旭

森
も り た

田　祐
ゆ き と

希斗 男 12月3日 饗 庭

石
い し だ

田 陽
ひ な た

向 男 12月10日深 溝

大
お お は し

橋 佑
ゆ う り

梨 女 12月15日 旭

大
お お つ き

槻　寿
じ ゅ き や

希也 男 12月29日 旭

  安　曇　川
安
や す ふ く

福 温
は る ま

真 男 11月16日西万木

大
お お お か

岡 凛
り ん か

花 女 11月19日青 柳

嘉
か

奈
な

風
ふ う と

斗 男 11月24日西万木

氏　名 性別 生年月日 ところ

村
む ら や ま

山 翔
と

生
い 男 11月25日西万木

松
ま つ み や

宮 漱
そ う た

汰 男 11月28日青 柳

宮
み や ま え

前 潤
じゅんせい

世 男 12月4日 常磐木

中
な か あ き

明 慎
ま な と

翔 男 12月6日 西万木

笠
か さ は ら

原 蒼
そ う た

太 男 12月19日田 中
  高　　　島
山
や ま だ

田 旺
お う す け

承 男 11月27日城山台

万
ゆ る ぎ

木 海
か い ら

羅 男 12月6日 鴨

馬
ば ん ば

場 千
ち ゆ い

唯 女 12月9日 城山台

謹んでお悔やみ申し上げます（死亡）
氏　名 性別 年齢 ところ

  マ　キ　ノ
青
あ お た に

谷 美
み よ し

由 女 45 牧 野

伊
い ぶ き

吹 武
た け お

夫 男 94 中 庄

栗
く り も と

本 な を 女 78 大 沼

里
さ と だ

田 千
ち

代
よ 女 84 上開田

谷
た に ぐ ち

口 新
し ん ぞ う

藏 男 82 白 谷

中
な か に し

西　サツエ 女 85 下

野
の ざ き

﨑 俊
しゅんいち

一 男 79 石 庭

廣
ひ ろ い

井 清
き よ こ

子 女 82 寺久保

森
も り も と

本 龍
た つ ぞ う

造 男 95 浦
  今　　　津
伊
い ぶ き

吹 伴
と も ぞ う

三 男 95 今 津

小
お ざ さ

笹　亀
かめじろう

次郎 男 100 松陽台

河
かわはらだ

𠩤田　　　實
みのる 男 86 松陽台

小
こ さ か

坂 春
は る え

枝 女 91 今 津

小
こ ほ り

堀 　 武
たけし 男 86 南新保

辻
つじ

　 正
ま さ こ

子 女 80 深清水

廣
ひ ろ べ

部 善
ぜんりょう

良 男 80 今 津

藤
ふ じ の

野 八
や

重
え 女 95 住 吉

人

平成23年12月31日までの届出分（敬称略）

本ページの掲載情報は、個人情報保護の観点から承諾をいただいた方のみ掲載しています。

- - - 53,321人（　-47）
- - - - - - - - - - - - - 53,274人

氏　名 性別 年齢 ところ

藤
ふ じ わ ら

原 岸
き し え

枝 女 90 深清水

堀
ほ り い

井 孝
こ う じ

二 男 102 今 津

堀
ほ り い

井 ち よ 女 99 今 津

籔
や ぶ た

田 　 稔
みのる 男 89 中 沼

山
や ま ぐ ち

口 み つ 女 94 深清水

山
や ま も と

本 久
ひ さ つ ね

恒 男 74 藺 生
  新　　　旭
石
い し だ

田 光
み つ ひ ろ

弘 男 70 深 溝

宇
う

田
だ

正
ま さ お

夫 男 81 太 田

大
お お え

江 信
の ぶ こ

子 女 85 藁 園

岡
お か だ

田　智
ち え こ

惠子 女 89 饗 庭

粂
くめ

　 正
しょういち

一 男 85 太 田

小
こ じ ま

島 イ ト 女 78 熊野本

小
こ じ ま

島　トミ子
こ 女 85 饗 庭

山
や ま か わ

川 い ゑ 女 96 旭

山
や ま な か

中 利
り い ち

一 男 80 針 江
  安　曇　川
一
い ち の へ

戸 定
さ だ み

美 男 77 西万木

入
い り え

江　とし子
こ 女 75 上古賀

氏　名 性別 年齢 ところ

入
い り え

江　二
ふ み こ

三子 女 64 上古賀

梅
う め む ら

村 善
ぜんじょう

焏 男 84 四津川

柴
し ば た

田 よ し 女 90 田 中

清
し み ず

水 貞
さ だ こ

子 女 92 田 中

清
し み ず

水 良
よ し お

夫 男 80 中 野

提
だ い な か

中 愛
あ い こ

子 女 73 川 島

中
な か む ら

村 定
さ だ こ

子 女 87 青 柳

中
な か む ら

村 善
よ し は る

晴 男 62 川 島

松
まつみや

宮　藤
と う ざ え も ん

左衛門 男 87 横 江

横
よ こ え

江 和
か ず よ し

好 男 64 田 中
  高　　　島
河
こ う の

野 康
や す ゆ き

之 男 63 鵜 川

髙
た か や ま

山 佳
よ し ひ さ

久 男 77 勝 野

中
な か え

江　ヤス子
こ 女 69 勝 野

西
に し か わ

川 幸
こ う さ

佐 男 89 鹿ヶ瀬
  朽　　　木
岡
お か も と

本　ミツヱ 女 90 市 場

中
な か た に

谷 利
り い ち

一 男 78 荒 川

長
は せ が わ

谷 川 　 　 滋
しげる 男 84 市 場

たかしま
　  の
人の動き

- - - 53,819人（-545）
- - - - - - - - - - - - - 25,930人
- - - - - - - - - - - - - 27,344人
- - - - - - - - - - - - - 19,830世帯

窓口だより

▼窓口延長業務（午後８時まで）を行っています。
市役所本庁・朽木支所 マキノ支所 安曇川支所
高島支所 今津支所

月

▼国民健康保険税・介護保険料・後期高齢者医療保険料・
　市県民税の特別徴収（年金からのお支払い）の皆さん
２月15日受け取りの年金から保険税（料）・市県民税が天引きされます。

■納期限までに納めましょう。納期限までに納付されない場合
は、督促手数料や延滞金が加算されます。

■口座振替の方は預貯金残高の確認をお願いします。
納付のお知らせ２月

税・介護保険料・後期高齢者医療保険料

火 水
木 金

項　目 期　別 納期限
国民健康保険税（普通徴収） 第11期

２月29日介 護 保 険 料（普通徴収） 第11期
後期高齢者医療保険料（普通徴収） 第８期

新
着
・
新
刊
案
内
は
、
各
図
書
館
で
の
掲
示
、
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

お誕生おめでとう！（出生）

　『ドラえもん』の研究を
つづけ、のび太の行動を通
じて楽しく生きる方法を提

今津図書館

の オススメの一冊
図書館利用者のオススメの
一冊を、本の感想とあわせ
てご紹介します。私

▼バーコードが印刷された納付書は、コンビ二でも納付できます。

　地球温暖化が叫ばれる様になって久しい。
　素人の私でさえ地球（自然）が普通ではない
と感じている。旱魃（かんばつ）、水害、竜巻等、
世界のあらゆる土地で発生。私達一人一人日常
生活をどうすれば良いのか？自然に対する畏敬
の念を持とう。この本の中に地球を蘇らせるヒ
ントがあると思う。写真入りで字も大きく読み
易い。是非ご一読を。

（今津町　安居萬里子さん）

アル・ゴア／著　（ランダムハウス講談社）
『不都合な真実』

榊始 ほか／編著（サンライズ出版）

『清水安三と中国』
太田哲男／著（花伝社）

　中国北京のスラム街に中
国人女児のための学校を創
設し、戦後日本で桜美林大
学を設立した新旭町出身清
水安三の実像を追う一冊。

　「高島はひとつ」を
合言葉に多くの市民が
まちづくりに取り組ん
でいます。市民協働に
よるまちづくりの考え
方やその背景を網羅
し、現状と課題を知っ
てもらうために書かれ
た本です。まちづくり
に関心のあるあなたへ
ぜひ読んで頂きたい一
冊です。

『保存版　美に効くツボ』

　日頃の疲れ、睡眠不足、
ストレスにより、不調を抱
えている人におすすめ。ツ
ボを刺激することで体のバ
ランスを整え美しく健康に
過ごしましょう。

柳本真弓／著（ＮＨＫ出版）

『６つの真珠　高島市における市民協働の歩み』
◆エントランス展示
　「前川正作木彫り作品展」
【期間】１日（水）～29日（水）

【日時】10日（金）14時～15時
◆かけはし「朗読会」

　小学生ならできる、みん
なが感動できる親しみやす
いマジックを紹介。身の回
りにある道具や材料を使っ
た、みんなで楽しめる「超
魔術の世界」。これであな
たも人気者！？

Ｍｒ．マリック／著（学研）

『君にも持てるハンドパワー
　Ｍｒ.マリックのかんたん超魔術』

◆朗読講習会①
【日時】12日（日）10時～12時

安曇川図書館 新旭図書室

【日時】４日（土）13時30分～15時
◆児童書を読む会

【日時】26日（日）14時～15時
◆ももの花おたのしみ会

注目 !

子どもブッククラブ

「おひなさまのお話」
日 時　25日（土）10時30分～11時30分
対 象　幼児・小学生　 定 員　先着20人

R
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発
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高
島
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滋
賀
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新
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町
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No.145

編集者のつぶやき
▼表紙は、今津北小学校の伝統行事、左
義長の様子です。代表の生徒が新年の誓
いを述べた後に、着火。高さ約７メート
ルのやぐらが勢いよく燃え上がり、子ど
もらはかけ声とともに学業成就を願いま
した。▼私は初詣で家内安全を願いまし
たが、１月に県内でインフルエンザ注意
報が発令され、早速心配に。手洗いやう
がいなど健康管理につとめないといけま
せんね。節分には豆巻きをして無病息災
を願いたいと思います。　（広報担当S）

天
神
畑
・
上
御
殿
遺
跡
と
は

　

マ
キ
ノ
高
原
マ
キ
ノ
ス
キ
ー
場
か
ら

赤
坂
山
山
頂
脇
を
抜
け
て
、
福
井
県
の

美
浜
町
新
庄
へ
向
か
う
山
越
え
の
道

は
、
粟あ
わ
が
ら柄
峠と
う
げと
呼
ば
れ
、
古
く
か
ら
近

江
と
若
狭
を
つ
な
ぐ
主
要
な
峠
道
の
一

つ
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
峠

の
名
前
は
、福
井
県
側
の
麓
に
「
粟
柄
」

と
い
う
村
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
ま
す

が
、
現
在
そ
の
村
は
美
浜
町
大
字
新
庄

の
一
部
に
な
り
、「
粟
柄
」
の
地
名
は

な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
道
は
古
代
の
官
道
で
あ
る
北
陸

道
の
一
部
と
も
考
え
ら
れ
て
お
り
、『
延

喜
式
』
に
記
さ
れ
る
北
陸
道
の
駅
で
あ

る
近
江
国
の
鞆と
も
ゆ
い
え
き

結
駅
と
若
狭
国
の
弥み

美み

駅え
き

を
結
ぶ
最
短
コ
ー
ス
で
あ
る
と
も
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

近
江
と
北
陸
を
結
ぶ
街
道
と
し
て

は
、
マ
キ
ノ
町
海
津
か
ら
追
坂
峠
を
越

え
て
、
越
前
敦
賀
に
向
か
う
北
国
海
道

（
現
在
の
国
道
１
６
１
号
）
が
有
名
で

す
が
、
こ
の
道
は
中
世
以
降
、
主
に
琵

琶
湖
と
日
本
海
の
間
を
往
来
す
る
物
資

の
運
搬
ル
ー
ト
と
し
て
整
備
さ
れ
た
道

で
あ
り
、
徒
歩
で
日
常
的
に
行
き
来
を

す
る
人
々
は
、
出
発
地
と
目
的
地
を
で

き
る
だ
け
最
短
で
結
び
、
か
つ
で
き
る

だ
け
歩
き
や
す
い
峠
道
を
選
ん
で
通
る

こ
と
が
多
か
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
粟
柄
峠
も
近
隣
の
村
人
た
ち
の

生
活
の
中
で
の
移
動
に
使
わ
れ
る
こ
と

が
多
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
現
在
、
マ

キ
ノ
ス
キ
ー
場
か
ら
赤
坂
山
へ
の
登
山

ル
ー
ト
を
登
り
始
め
る
と
、
途
中
か
ら

と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
古
い
石
畳
が
残
り
、

か
つ
て
は
多
く
の
人
々
が
歩
い
た
道
で

あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
ま
た
、

峠
付
近
に
は
自
然
石
に
彫
ら
れ
た
地
蔵

菩
薩
像
や
岩
を
く
り
ぬ
い
て
置
か
れ
た

石
造
仏
が
祀
ら
れ
、
峠
越
え
の
安
全
を

願
っ
た
人
々
の
信
仰
心
を
う
か
が
う
こ

と
も
で
き
ま
す
。

　

水
上
勉
の
小
説
『
湖う
み

の
琴こ
と

』
に
は
、

福
井
県
の
粟
柄
村
に
住
む
主
人
公
の
少

女
が
、
三
味
線
や
琴
の
糸
取
り
仕
事
の

た
め
、
粟
柄
峠
を
越
え
て
滋
賀
県
に

や
っ
て
く
る
場
面
が
あ
り
、
そ
の
情
景

は
「
近
江
へ
ぬ
け
る
白
い
一
本
道
の
両

側
の
山
壁
に
は
、
葉
を
落
と
し
た
欅け
や
きの

梢こ
ず
えが
針
の
よ
う
に
空
へ
つ
き
出
て
い
て

肌
寒
い
風
が
吹
い
て
い
た
。」
と
描
写

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

風
雪
の
厳
し
い
こ
の
峠
道
は
、
冬
は

当
然
雪
に
覆
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
交

通
路
と
し
て
の
役
割
は
早
く
に
終
え

ま
し
た
が
、
近
年
で
は
、
春
か
ら
秋
に

か
け
て
は
高
山
植
物
が
美
し
い
登
山

コ
ー
ス
と
し
て
、
ま
た
冬
に
は
ス
ノ
ー

シ
ュ
ー
な
ど
で
雪
山
登
山
が
楽
し
め
る

コ
ー
ス
と
し
て
も
、
多
く
の
人
に
知
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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を
結
ぶ
粟
柄
峠

▲粟柄峠付近の石仏

▲粟柄峠へ向かう道の石畳


